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まえがき

株式会社三希コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金を待

て､平成7年9月11日から同年9月23E]までの13El間にわたって､フィリピン共和国にて国家潅

故地区水利組合強化,システム改修対策計画､ダパオ･デル･スル州農業総合開発計画､ダパオ･

オリエンタル州農業稔合開発計画及びカガヤン･デ･オローイリガン回廊農業開発計画等の事業計

画事前調査を行った｡

東南アジアの海路の中心に位置するフィリピン共和国は古くから稲作を中心とした農業国で

あり,図らずも日本の地形と酷似しており､環太平洋火lJ｣帯に属し,地震,火山等の被害を

被っている｡また,台風の発生地域にあり,暴風及び大雨に毎年見舞われている｡

世界の工業化の発展に伴って､森林の伐採が全土で行われ,また国内の工業化及び人工の増

加等がそれに拍車をかけて､フィリピンの全国で土壌侵食が進み､環境の破壊を起こしてい

る｡フィリピン政府はこのような状況のもと､食糧の安定的確保,環境保全,都市と地方の貧

富差の格差是正､地方農産業の発展･雇用拡大などの政策を実行している｡

今回事前調査を行った事業計画は,国家政策のなかで非常に高い優先順位をつけている食糧

の安定的確保,環境保全､地方農産業の発展･雇用拡大に直接関連するプロジェクトである｡

フィリピン政府担当機関は､その国の経済面及び技術面から､これらの計画を日本政府の援助

により実現したい意向を表明している｡

近い将来､これらの事業計画が日本政府による協力案件として取り上げられ,わが国とフィ

リピン共和国との友好を高め､相互発展の一助となるよう願うものである｡

株式会社 三蔵コンサルタンツ

取締役社長 渡辺 滋勝
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1.背景

1･1計画の背*

フィリピンにおける経済発展政策の最終目標は､貧困の穎和と撲滅にある｡貧困は地方の

みならず都市部においても蔓延している｡特に,地方においては都市部に比較してより強

く､広い範囲にわたってその傾向が見られる,｡一方､都市部における貧困層の増加は､主に

地方からの移住によって,その傾向が更に加速されている｡

従って,都市部における開発も,地方との調和のとれた開発が行われるべきもので,両地

域のバランスのとれた開発こそが最も効果的な発展を促すものと考えられる｡

この場合,ルーラル地域における経済活動の最も基本となる産業が農業であることは､す

べての人々に認識されている｡

農業開発の主たる目的は生産性の向上を図ると共に,農民自身の収入の増加を図ることで

ある｡それに必要な具体的なコンポーネントは下記のように認識されている｡

1) 荘叔･排水施設の改良

2) 圃場と市場を結ぶ生活道路の改良

3) 収穫後の処理施設の改良･改善

4) マーケテイングシステムの改善

5) 農民組織の改善･強化

6) 河川流域の保護･改善

ト2 計画の骨子

上記6項目の達成のために必要かつ具体的な調査活動は以下のように要約される｡即ち､

1) 現況の藩政･排水システムにおける各種問題点の認識と把握｡

2) 計画策定に必要な基礎資料の収集及び評価｡

3) 港赦･排水施設の修復･改良に必要な計画､設計基準の見直し｡

4) 現況の藩政･排水システムについて事業実施順位の策定｡

5) 上記順位に基づく事業実施のためのF/S調査の実施｡
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2.地区の概要

2･1 自然状況

(1)降雨

今回の調査対象地区であるRegionI､及びⅠⅠに於ける降雨状況は収集資料から以下の様に

示される｡ (詳細は添付資料参照)

(8)乾季及び雨季の区分

一般的に両地区ともに5月から9月までの5カ月間が雨期10月から4月までの7カ月

間を乾期としているが年によって雨期の始まり､乾期の始まり等に多少のずれが

見られる｡

O))年間降雨量

雨量観測所の位置と最近10カ年の月別降水量記録を別途資料に示した｡これら

の資料から降雨の傾向をみると最近の年降雨水量は減少の傾向がみられる○

即ち､年降雨量は約3,000mmから1,300mmの範囲で変化しているが､特にカガ

ヤン川の河口に位置するアパリにおいては年降雨量が減少の傾向を示している｡

降雨パターンに関する両地区の相違点は乾期における降雨量がRegionI地区よ

りRegionII地区のほうがやや大きいことが理解出来る○このことは､現況の藩政

面積にもその傾向が示されている｡即ち､乾期藩政面積が雨期藩政面積を少し上

回っている｡

(e)日降雨量

別添記録から各観測所を通しての最大日雨量はアパリ(カガヤン州)において

379.9mm(1987.10月)が観測されている｡又ダガウパン市(パンガシナン州)におい

て376.8mm(1986.7月)が第2位の催として記録されている｡

(2)気温

両地区の気温に関しては別添参考資料にも示されている様にほほ類似しており最高年平均

気温は約31oC-33oC,最低年平均気温は22oC-23oC､年平均気温は27oC-28oCの値となって

いる｡この様な気温状況は水稲の二期作に最適な条件と言える｡
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(3)特殊気象

RegionI及びⅠⅠが位置する北部ルソンはフィリピンにおいて最も台風に見舞われる地域で

主に6月-10月にかけて集中し多量の降雨をもたらすと共に毎年様々な被害をうけている｡

フィリピンにおける台風の原皮について取りまとめた資料を別添図に示す｡

(4)河川

今回調査においては現況のIrrigationSystemsに関連する各河川の現況を示す洗圭資料を

入手することが出来なかったことから計量的に評価することは困難であるが現地調査結果か

らみて､雨期における補給港叔は取水施設及び水路施設の改修によって当初計画を十分に満

足させることが出来る流況である｡一方､乾期蓮漉については次期調査によって,その可能

性の評価が可能である｡今回調査を通じて発見した大きな問題点は流域の荒廃による土砂の

流出である｡

このことは､流域山地の植林事業の遅れと1990年に発生したバキオを中心とした地震によ

る山地斜面の崩壊に伴う土砂流出が最も大きな原因となっている｡従って､既設の取水施設

が土砂に埋没したり,水路内に多量の土砂が洗入し,取水､送水の機能が著しく低下してし

まった施設が多く見られた｡

(5)地質･土壌等

別途図に示される様に中部ルソン及び北部ルソンは本島の南からほほ北北西にのびるフィ

リピン断層に強く影響を受け断層より北東には基盤岩からなる山地が発遺するのに対して､

南西では弟四紀堆積物からなる平野が広がっている｡山地部は､更新統一鮮新枕堆積岩,中

新枕堆積岩,及び時代未詳の火山岩が含まれる｡一方断層の南西に位置する中央低地には一

部に弟三紀堆積岩や第四紀火山岩が分布するのを除き広く未固結の第四紀層によって覆われ

ている｡山地から海岸に向かって流下する各河川沿いには氾濫源や旧河道等からなる沖積面

が展開している｡土壌の性状は別途図に示された母岩の性状に左右される｡本地域の平野部

の土壌は,主に周辺の山地及び丘陵地から供給された沖積性の堆積物からなっており,その

母材は砂硬質の沖積層の最上部に沈積した細粒実の堆積物である｡

土壌の深さは20cm以下の浅いものから100cm以上の深いものまであり,土性を反映して

内部排水の不良のものから良好なものに及んでいる｡耕土の有機物含有量及び自然肥沃度は

中位から高位､表土のPHは5.3-6.4の億を示している｡
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2-2 社会･経済状況

(1)人口の動向

計画対象地域(RegionI及びIr)の人口動向について統計資料(1993)をもとに下記の如く整理

した｡資料に示された人口統計は1960から10年おきに表示されたものである｡

リジョン州年次

午 摘要

単位1,000人1960 1970 1980 1990

国の捻人口 27,088 36,684 48,093 60,703 1995

(3.5%) (3.1%) (2.6%) 68,乏42

Urban
Regi○nⅠ 2,043 2,488 2,923 3,551

(2.2%) (1.7%) (2.1%) 31.103

Rural

37,321

【■■】
人口増加率

Ⅰloc○snorte 287 343 391 462

IlocoSSur 338 385 444 620

Pangasinan 1,124 1,386 1,636 2,020

I.aUnion 293 374 453 549

RegionⅡ 1,036 1,464

(2,9%)

1,919

(2.4%)

2,341

(1.8%)

B&血nes 10 ll 12 15

Cag8yan 445 581 711 830

Ⅰsabel8 442 649 871 1,080

NuevaVizc&ya 114 173 242 301

Quirino 24 50 83 114

1990年におけるRegionIの人口は355万人RegionIIの人口は234万人と算定され最近におけ

る人口増加率は約2%と推定される.一方､労働人口はRegionIにおいて約220万人Region

IIにおいては約150万人と算定されておりこの比率は今人口の概ね50%-60即こ相当する○

更に､農業労働人口と非農業労働人口は統計資料に示された比率から下記の様に算定され

た｡

Region I 220万人/×0.542主119万人

Region Ⅱ 150万人/×o.610主92万人

農業労働人口の動向については両Region共に1986年をピークにして徐々に減少の傾向を

示しているが､依然として全労働人口の50%以上を占めている｡
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(c)幹･支線水路の法面崩壊､サイホン等の構造物の機能低下によって通水機能が低下

し､港洗面積が年々減少している｡

(d)分水施設が老朽化し,その機能を失っている｡

2_5 NIAのNISに関する将来構想

NIAの将来構想によれば1993-2002年の10年間に約353,000haのNISについて,施設の改

修､改良を実施することが提案されている｡この事業実施に関する基本的な考え方は､以下

のように宴約される｡

(a)自然災害によって被害を受けた諸施設については,早急な修復･補修工事を実施す

る｡

仙)現況の0/Mに関して質的にレベルを上げるための改良を加える○

(c)港漉の効果と確実性を高めると共に,港漉地域の拡大を図り,計画面積と実藩政

面積とのギャップを最小限にとどめる｡

(d)各種の藩政方法を研究し, NISの地域内における作物の多様化を図る.

(e)藩政事業の開発とマネージメントに閲し､ NIAとIAとの間に活力あるパートナー

シップを確立する｡

2-6 雅浩組織(lA)

一般的にIAの最小単位は各分水地点を基準としているが面積の最少単位は約50haとし,

その中に含まれる受益農民によって構成される.各IAは農業銀行を仲介して法的に人格が与

えられ､非営利団体の一つとして証券取引委員会に登録される｡この団体は委員長､委員会

及び事務敬具をもって構成されている｡代表的なIAの組織図を参考資料に添付した.

一方､港叔施設の維持管理に閲し､ NIAと各々のIAは協定書を取り交わし,両者の義務の

履行を定めている｡

両者のアグリーメントは3つの種類に区分されており､ IAの管理能力に応じて3種類のアグ

リーメントを適宜使い分けている｡各ステージにおけるアグリーメントは以下のように要約

される｡
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(2)経済状況

人口の動向からみても本計画地域の中心的な産業は農業に依存していることは理解でき

る｡一方､国民稔生産に於ける各産業の位置づけは下表の様に示される｡

1985 1990 1992

第一次産業(農林水産業)

第二次産業(鉱工業､建設業等)

第三次産業(種々のサービス業)

計

140,554

(25)

200,548

(35)

230,781

(40)
571
,883

235,956

(22)
371
,347
(35)
465,795

(43)
1,073,098

290,338

(22)
446,334

(33)
601
,749
(45)
1
,338,421

単位 : MillionPesos (100)

( ) : %

(100) (100)

即ち､農業を中心とする一次産業の生産額は他産業に比較し､最も低く且つ横ばい状況と

なっている｡一方､第二次産業もその位置づけは横ばいか低下の傾向となっている｡第三次

産業のみが徐々に増加､上昇の傾向を示している｡

一方､国民一人当たり最低必要栄養摂取量(2,000カロ1)/1人/日)を基準にして算定したポバ

ティーラインから各Regionにおける貧困状況は下記の表の用に示された｡この表からもわか

る様にRegionI,及びⅠⅠの地域においては人口のほぼ50%が貧困ライン以下に位置づけられ

ており今後の大きな課産となるものと考えられる｡

^NNU^L PER C^m PO YERTY THRESHOLDS AND LNCIDENCBS･ OF nPUL^7TON BY MOtON

)988wdJ99J

R○9]○n

1988
1991

A∩∩ualP○r Magnitude

lncLdence

∧n∩uatP○r Ma○∩1tud○

tnctd○nc○
CapltaP○v○rty ○ー

CapltaPcverty of

ThresholdaJ PopulatlonbJ cJ TTtresholdaJ PopulatlonbJ cJ

(Pesos) (帆) (Pesos) (帆)

Phlupp[nes 25
,005.345

45.S 7.350 29.374.747

25.2 9.471

48.7 7.004

50.7 6.574

51.7 &ユ28

NallonaL Capltal Rog[on 6.576 1
･909･886

Areas outsldo NCF1 4.489 23･095･459

5.1 16 536.434

4.934 1.650.993

961.787

CAR

Reolon I

1.684.71 1 1 B･9

27.690.036 5 1
･0

537.286 43.0

2.056.568

1.176.920
ton ll

Roglon =

Flo9fon lV

Reg)on V

Roglon V[

Re9Lon VH

Ro91on Vl]l

Rqlon lX
I

Rqlon X

Region Xl

■RogLon XH

4.573

5.242 1.835.976

4.832 3.085.1 79

4.1 44 2.430.346

4.344 2.864.736

3.71 1 2.154.799

3.81 8 1.654.830

3.793 1.258.269

4.523 1.618.657

4.B76 1.933.694

4.147 1.109.761

33.8 8.293

46.6 8.083

61.4 6,476

56.6 6.545

52. 1 5.650

54.7 5.240

43.7 6.957

50.2 6.564

48.9 6.529

41.0 6.913

4J Tho 4Anud per c&pltA
IACOm6 -CqUi.ed o- Lhc.JnOUnt

tO be.pc^tpto wLis(y the ^uLritlo^Al

2.406.558

3.658.546

2.800.286

3.119.147

2.1 37.206

1.583.263

1.926.108

2.266.876

2.339.854

1.681.420

37.6

43.5

62.4

54.6

47.8

48.3

59.3

60.6

53.0

57.2

rcquircmcntJ (2.000 c■lo'lcs)

ALLd other
bASic
nceJI.

bJ The number o(
hdi･vlduAIJ b [AmuieJ bopul&tlo^)whole -ud per cAPitA i^com-I below Lh-nnd per cAPItA th-cJhold･

cJ The propo-tio^ of popul- who事¢ AAnuAI pc. c&plh iACOme血1L
below the A^-1 per c&pI-y叫(A(cshold.

sou【cc3: TcchJticd Working Group oA
PoycTty Dcte-JTLiJ"tlorL･ NSCD
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(a) Stage Iの協定内容

NIAのウオーターマスターの管理下にある水路の除草を実施すると共に水代金を

NIAに支払う｡

O)) Stage Ⅱの協定内容

IAの管理下にある水路の断面維持と水代金をNIAに支払う｡

(c) Stage Ⅲの協定内容

一つのIAの受益面積約1,000haを限度としてこの区域に含まれるすべての施設(幹

線水路は除く)の維持管理はIAが行う｡但し､水路施設の償却費はNIAに支払うこ

ととする｡ (CommⅥnalSystemと同じ)

1993年7月現在におけるIAの組織化の状況は､下記のように示される｡

Region I Region II Nationwide

No. of Organi2:ed

No. of Registered
No.
ofIA w/ Contract

Stage I

Stage Ⅱ

Stage Ⅲ

3.計画の概要

3-1 N[Ssの施設の修復及び改良

1

3

9

3

8

7

LO

2

0

6

3

4

7

6

1

C
Y
)

0

1

1

1

1

今回調査を通じて､北部ルソンに実在する41カ所のNISsを確認すると共に､これらNISs

に共通した問題点及び各NISsがもつ独自の間蓮点を洗い出すことが出来た｡ NIAが直面して

いるこれらの課題に関して現地の踏査及び関係者との協諌を通じて以下の様な視点から問題

点の対応策を整理した｡

(1)施設の修復の緊急性の度合

(2)施設の改良による効果の影響

(3)類似プロジェクトに対する他国の支援状況

(4)日本政府の対処手法の難易性
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･この結果､北部ルソンにおけるRegionI,及びⅠⅠの地域から合計9カ所田egionI,3カ所,

RegionII6カ所)のNIS8を次期開発調査の対象地区とし選定した.

以下に,今回選定された各々のNISsの概要と特徴をのべることとする｡ (各NISの位置図

参照)

(1) AThburavan NIS作b由on n

別紙NIS位置図にも示される様に､このプロジェクトはL&-Union州に位置し､ 1926年に

設立された最も古いNISである｡現在の港就状況は計画面積3,400h&に対し約3,000haがカ

バーされているが､施設の老朽化により維持管理に非常な困難をきたしている｡一方､この

NISは取水河川の流況が比戟的豊富で且つ安定し七いることから現在の施設に少しの改良を

加えることで隣接地の約1,500haの天水田地帯を藩政することが出来る○更に,このNISは

導水路と幹線水路との隣接地点に落差7.5mを利用したミニ発電所(270kw)が稼働しており施

設の改良に当たってこれらの施設への影響も含めた絵合的な検討が必要となる○

(2) pgmulocNIS (Redonn

このSystemは1959年から運営が開始されているが比較的良好な維持管理が実施されてい

る｡しかし,激しい土砂流出のため何床の流心が変動し,両岸取水が不可能となっているこ

とから藩政面積が減少している｡従って､取水施設を改良することによってこの間題を解決

する必要がある｡ (特に乾期藩政は不可能に近い)

(3)
:Masalit)NIS侃e如nr)

本システムは1990年以降正常な運営がなされていない｡即ち, 1990年にバギオを中心とし

て発生した大地震のため取水施設が完全に破壊されたことからNIAによって現在取水施設の

復旧工事が実施されつつある｡しかし､取水施設を除くその他の施設も破損されており､シ

ステムの全体的な機能を失っている｡従って､ 1996年にシステムの運営を目途としている

が,財源的に非常に困難な状況下にあり､他国の技術及び資金援助が必要と考えられる｡

(4) Apavw-Abulug NIS (Re血)nII)

このシステムはカガヤン川河口の左岸側に位置しており､ 1968年以来,システムの運営が

実施されてきた｡ 1978年世銀の援助によりAbulug川の両岸から取水し約10,000haの港概を

計画したが幹線水路の一部と末端水路の部分的な完成を見た頃新人民事の攻撃目標にさらさ

れ取水施設を始めとする基幹施設の建設は完全に中断した｡現在､上記の社会不安は完全に
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一掃されNIA自信の手による当初計画の実現に努力しているが予算的な制約条件にはばまれ

事業の実施は足踏み状態となっている｡

従って､ NIAは地元住民の強い要望である計画的な藩政システムの早期実現のため日本政

府の資金及び技術援助を強く期待している｡

(5) Bau&NISrRe由onm

本システムは1980年から部分的な運営を開始した｡この地域に対する水源は3カ所から供

給されているが最も中心となっている水源はBau&川からの取水である｡しかし1992年の洪

水によりBau&川の取水施設は完全に破壊され環在の藩政能力は当初計画約1,360h8に対し

て約400haに減少している｡本システムは他のシステムと異なり地区内の農用地を開拓し

ながらそれと平行して藩政施設を建設していく2本建ての開発方法を採用している｡従っ

て､入植農民の生活の安定を図るために事業の早期完成を必要としている｡現在､約800ba

が開発されたが予算措置の遅れ等から残地約560haが原野の状態にとどまっている○

(6) DummonNIS rRedonln

このシステムの藩政状況は非常に良好で計画藩政面積約1,500に対し現在, 90%程度の藩

政が実施されている｡しかし河川の流心の移動に伴い､絶えず取水の不安定さに悩まされて

いる｡このため､毎年取水量確保のため農民の協力により河床安定と流心確保の仮設工事を

毎年繰り返している｡従って､この間題解決のための永久構造物が必要である｡一方､幹線

水路の法面もスライディングが多々見られコンクリートライニングの必要性があるo

(7) BaR印O NIS (RegionII)

このシステムの取水箇所は3カ所でありオペレーションは良好に実施されているが河川か

ら流入するセデイメントに悩まされている｡従って, Intake施設にセデイメント防止のため

の工夫が必要である｡又､このシステムは藩政水路の延長と一部既存水路の断面改修によっ

て約500haの新規港故地区の増加が期待出来る｡

(8)軍麺unudunEan NIS

本システムの計画面積は約2,000ha､ 1980年から運営が実施されているが現在の港就可能

面積は計画面積の約80%と報告されている｡しかし,河床の変動と流心の移動と併せて土砂

の流入との2つの問題に直面している｡従って､これらの根本的な解決を図るための対応策

として取水位置の変更と施設の構造上の改良が考えられる｡更には現況水路の位置の変更､

分水施設の改良等も併せ検討する必要がある｡
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2-3 雅浩状況

今l司調査はNIA即ationalIrrig&tionAdministr&tion)の要請に基づき,ルソン島北部に位

置するRegionI,及びRegionIIを調査対象地域とし､両地域に含まれるNIS(National

lrrig&tionSystem)についての施設状況及び運営状況を示す基礎資料の収集を図ると共にサイ

トの踏査を実施した｡

両地域に関連する41のNISの内, 9カ所のNISで世界銀行の支援を受けて施設の改修･改

良､水源の安定化のための改善事業が実施されており､今回調査においてはこの様な他の国

際機関によって支援を受けているNISについては､重複を避けるべく調査の対象外とするこ

ととした｡

1994年1月現在,フィリピン全土において168のNISがあり､約646,000haの農地(主に水

田)に､乾期･雨期それぞれ港漉が実施されている｡以下にその概況を表にまとめて示した.

REGION I MARIIS REGION II PHILIPPINES

a. No.of System

b. ServiceArea (ha)
c. IrrigatedArea 1993

Wat

Dry

a. Irrigated Cropplng

lntensity (%)

21

45,386

28,156

16,415

98

4 16

81
,690

56,497

71
,427

26,775

70,610 3乏,108

174 104

168

646,519

459,929

404,236

134

MARIIS ;Angat
- M&asim River Integrated lrrigation System

2-4 NISの抱える問題点

現在, NISの直面する最も大きな問題点は,維持･管理面における質の低下に伴う維持管

理費徴収の困難さが上げられる｡この困難さをもたらす原因は､いくつか指摘されるが､概

ね以下のように示される｡

(a)洗域の荒廃による流出土砂のため藩政施設の機能が著しく低下又は完全にマヒ状

態に陥っている｡

仙)最近発生した集中豪雨によって自然河川からの取水施設(頭首工)が完全に破壊され

取水不能になっている｡
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(9) SolaLnaPuml)IS

このシステムはポンプ在社プロジェクトとして1980年から運営を開始したが,現在の港耽

状況は計画面積1,000haに対して約580hと半減した｡この主なる理由は､電力供給能力の

不安定にあり港就ポンプのフル稼働が不可能な状況となっている｡従って､現在の電力供給

者のコ-パラティプ(民営)からN&tionalPowerCorpor&tion即APOCOR)に電力ソースを変更

することが考えられている｡又このことにより0/Mコストの低減が期待できる｡更に,本地

域内及びその周辺地域に約1,200haの新規港故地区が存在し､将来これらを含めた改善プロ

ジェクトの実施が期待できる｡この場合､電源の変更に伴う新規の変電所が必要となる｡

以上9カ所のシステムに関する問題点と改良後の横面増加等の諸要因を次貫のテーブルに

取りまとめて表示した｡
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NDICATIVE REⅡABILrrATION / m正PROV苫MENT SCⅡEME FOR SELECTED mS IN REGION I

SYSTEM

AMBURAYAN DUMULOC MASALIP TOTAL

Present Proposed Present Proposed Present Pr○p○sed Present Proposed

1.ServiceArea(ha) 3,420 4,920 1,306 1,806 1,585 1,585 6,311 8,311

a.ⅠrrigatedArea
3,041 3,041 1,036 1,036 142 142 4,219 4,219

b.InternalExpansion(within) 379 270 1.443 2,092

c.EXternalExpansion(outside) 1,500 500 2,000

2.DiversionStructures Intake Diversion

Dam

Modification

○fDam

Under

Reconstruc-

tion

3.DistributionSystem Partly

Slited

+New for

1,500ha

+Rehabfor

existing

MC

New for

500ha.

Partly

sliced

Reh&b.

needed

4.CanalStructures Additional

Structures

Additional

Structures

5.LandDeVelopment

6.Others Ⅰnadequate Additional

terminal

facilities

Inadequate Additional

Terminal

Facilities



NDICAm REHABnrrATION /n正PROVEMENT SCⅡEME FOR SELBCnD mS N REGION Ⅱ

SYSTEM

APAYAO-ABULUG BAUA DUMMUN BAGGAO ZNUNDUNGÅN SOLAhTAPUMP TOTAL

Present Proposed Present Pr○p○sed Present Proposed Present Proposed Present Proposed Present Pr○po8ed Present Prop○Bed

1.SeryiceAre&(h&) 9.935 14.935 1,353 1,553 I,502 1,50乏 1,812 1,812 L2,045 2,045 1,000 1,800 17,647 23.647

A.Ⅰrrig8tedAre&
4.220 4.220 435 435 1,381 1,381 1.302 1,302 1,674 1,614 687 581 9.599 9.699

b.:rtcrn&lE叩8nSion(within) 5,115 918 121 510 311 413 8.048

c.ExternaIExp&nsion(outside)
5,000 200 800 6,000

2.DiversionStructures Intake Diyersion

D&mtobe

construe-

ted

(cloNⅠA)

Intake

(uncon-

trolled)

New

Intake

ht&ke Tobe

modified

Intake Intake Ⅰntike

impr○▼○-

ment

works

Pump Additional

Pun_P

units

3.DistributionSystem Partly

slited

●New

forthe

5,000ha.

+Reh&b

(or

existing

partly

5lited

Reh&b

and

Improve

Concrete

1ining○r

c&n&1S

Needs

Reh&b

Additional

C&n&1B

4.C&n&IStructures Additi○n81

Structures

In&de-

qu&te

Additional

Structures

Additional

Structures

5.LandDeyelopment About

800h8.

undeye-

loped

Land

deyelop-

mentfbr

800h8

6.Others More

drainage

facilities

More

terminal

f&cilitieS

More

terminal

f&cilitieS

More

terminal

facilities

Dr&in&ge

improye-

ment



312 1Asの強化策

NIAの関係者との協議を通じIA革の活動状況についての説明がなされた｡その報告によれ

ば本地域(RegionI,ⅠⅠ)にあるⅠAsの内,約10%は非常によく機能している.又, 50%は比較的

に良好な働きをもっているが､残り40%のIA8の機能は非常に低いとのことである｡

今回の調査を通じてIAsの強化策を図るための施策の事例として､以下の様な事項が考え

られる｡

(1)農民を取り巻く各種コ-パラティプの韮理

現地の聞き取りで待た情報の中で､農民を取り巻くコ-パラティプの現状の一例として

1カ所の村で最低10種類のコ-パラティプが実在するとのことである｡このために､農民自

身自分が一体いくつのコ-パラティプに入っているのか明確に出来ないこともしばしば見受

けられる｡このことは､国のたて割の行政組織がそのまま村のレベルまでそのままの型で降

りてきただけで､小さな村の範囲内で相互の関連が完全に無視された型となっている｡

従って､末端農民の生活基盤を中心とした共同体を核にして,これら多種多様の共同組織

は組みかえ整理されるべきである｡

(2)施設,農民教育の拡充(リーダーの育成)

今回調査で農民組織の実働状況をみる機会を得たが,農民組織と称しているが彼等自身の

事務所もなければ机も椅子もない｡従って､彼等の会合等は近くのNIAの事務所や小学校の

一部屋を借用するとか､大きな地主の家の一隅を借りてミーティングを開いている｡彼等に

はこれらの施設を作るための資金が全くないことと,これを支援する仕組みが不充分であ

る｡従って,活動意欲のあるIAに対しては彼等に必要な最小限の施設の供与を図る必要があ

る｡更に, IAの中心となるリーダーの育成が農民教育の中で最も重要且つ､緊急を要する課

蓮であると考えられる｡

3-3 その他

今回調査で特に気付いた点は農道及び生活道路の不足である｡とりわけ広大な水田地帯の

中に幹線水路沿いの0/M道路以外ほとんど農道らしきものが存在しない｡このことは農作業

の効率を著しく阻害している｡
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4.総合所見

今回調査はRegionI､及びⅠⅠのごく限られた地域であるが､藩政･排水施設の改良,修復は

緊急を要するものばかりで,現地0/Mofficeの担当者は非常な熱意を持ってこれらの問題解

決に取り組んでいる｡

従って,両横の小さいシステムはこれらをいくつかまとめて一つのパッケージにして基礎

資料の整理状況を勘案しながら,出来る限り早い時点でF/S調査を実施すべきである｡
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現地踏査RIS位置図
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気象観測所位置図
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(1)(RegionⅠ)月別降雨量(1985-1994)Station;DagupanCity,PangaSinan

辛

項目

1985 1986 1987 1988 1989

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

刀 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 El数 降雨量 日放

1月 21.7 21.3 2 0 0 0 3.0 1.0 5 14.2 14.2 1

2月 3.2 3.2 1 28.7 26.4 2 0 0 0 33.4 13.0 6 8.4 8.2 2

3月 20.2 15.6 2 13.0 ll.1 2 ll.0 ll.0 1 N.A N-A ド.A 97.8 45.0 7

4月 99.5 23.4 14 N.A Ⅳ.A N.A ll.4 6.4 3 78.壷 32.2 6 18.2 12.4 5

5月 135.9 42.0 13 202.9 36.8 16 61.6 43.8 7 285.0 79.4 9 155.6 52.8 14

6月 995.3 256.4 28 116.5 17.6 ll 237.4 35.6 18 304.2 112.8 21 241.3 70.4 16

7月 153.6 35.8 23 905.2 376.8 22 319.2 203.2 18 654.4 95.8 23 619.0 136.8 19

8月 687.0 134.4 27 645.8 97.4 27 250.0 59.2 17 443.8 124.8 19 448.6 68.6 22

9月 386.4 109.6 17 547.5 128.6 21 261.7 59.2 18 372.6 75.4 22 540.4 207.8 23

10月 189.4 56.6 15 51.3 7.6 15 157.8 84.2
.12
232.6 73.4 20 241.0 198.6 ll

11月 39.6 23.2 5 64.8 21.9 8 2.2 2.0 2 23.8 8.2 6 53.8 51.6 2

12月 0.8 0.8 1 16.3 7.8 3 3.0 1.6 3 Ⅳ.A N.A N.A 0.? 0.6 1

計
2,710.9

年最大

256.4 146 2,613.1

年最大

376.8 129 1,315.3

年最大

203.2 99 2,431.0

年最大

124.8 137 2,444.9

年最大

207.8 123

Note: DataSource: PAGASA

降雨量: mm



(2)megionⅠ)月別降雨量(1985-1994)Station;DagupanCity,Pangasinan

辛

項E[

1990 1991 1992 1993 1994

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降爾

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

月 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 E]放 降雨量 E]救

1月 N.A N.A N.A N.A N.A N.A 15.6 15.4 2 0 0 0 15.1 8.6 5

2月 0 -0 0 7.6 6.4 2 0 0 0 4.4 4.2 2 13.4 8.6 2

3月 N.A N.A N.A 44.8 25.2 2 N.A Ⅳ.A N.A 6.4 2.8 3 1.0 1.0 1

4月 0 0 0 76.6 35.0 7 15.6 14.4 2 81.6 29.4 4 25.2 14.2 4

5月 184.1 56.8 12 113.6 64.0 10 183.8 84.1 14 52.7 32.0 8 130.9 86.6 ll

6月 1,039.7 306.0 22 177.3 65.2 17 496.2 72.0 21 392.9 161.4 13 202.1 56.2 17

7月 495.7 72.8 26 462.9 84.4 21 571.0 131.8 21 309.0 64.4 17 908.8 193.0 28

8月 755.5 146.2 23 490.0 54.0 26 719.9 108.4 21 264.9 60.2 20 203.2 44.4 19

9月 434.5 115.0 19 366.0 83.0 23 793.8 209.4 23 376.7 66.6 25 326.6 61.0 20

10月 94.3 55.8 ll 295.6 114.4 8 41.2 14.0 10
･353.5

148.0 9 72.0 28.1 6

11月 8.8 8.0 2 4.0 2.0 5 4.4 2.2 3 86.3 46.4 3 N.A N.A N.A

12月 25.4 24.2 2 0 0 0 0 0 0 7.5 4.4 4 2.0 1.2 2

計
3,038.0

年最大

306.0 117 2,039.1

年最大

114.4 121 2,841.5

年最大

209.4 117 1,935.9

年最大

161.4 108 1,900.3

年最大

193.0 115

･
2
0
･



(1)(RegionI)月別気温(1985-1994)Station;DagupanCity,Pangasinan

年1985
198619871988

1989
項目

刀 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温平均気温 最高気温 最低気温平均気温 最高気温最低気温 平均気温

1月 30.3 19.9 25.1 30.2 20.3 25.3 31.3 19.3 25.3 32.7 22.3 27.5 32.0 20.8 26.4

2月 34.4 22.5 28.5 31.2 20.7 25.9 31.3 19.3 25.3 32.6 22.7 27.6 32.1 21.5 26.8

3月 33.8 23.0 28.4 33.3 22.2 27.8 35.2 21.7 28.5 34.8 23.2 29.0 32.3 22.4 27.3

4月 34.3 24.8 29.5 36.2 23.8 30.0 35.9 24.5 30.2 35.3 25.1 30.2 34.6 24.3 29.5

5月 34.2 24.8 29.5 33.3 24.7 29.0 36.7 25.6 31.2 35.8 25.9 30.8 34.3 24.6 29.5

6月 30.6 24.2 27.4 32.6 24.2 28.4 33.8 25.0 29.4 32.5 25.1 28.8 33.3 24.7 29.0

7月 31.5 24.2 27.8 31.7 24.1 27.9 33.0 24.9 29.0 32.9 24.6 28.7 32.4 24.3 28.4

8月 30.5 24.3 27.4 30.7 24.1 27.4 33.4 24.6 29.0 33.0 24.7 28.9 31.6 24.3 28.0

9月 31.4 24.1 27.7 31.3 24.0 27.7 32.7 24.7 28.7 33.3 24.6 29.0 31.8 23.9 27.9

10月 31.0 23.5 27.2 31.4 23.5 27.5 33.0 24.4 28.7 32.0 24.4 28.2 32.5 24.0 28.2

11月 32.1 23.3 27.7 31.4 23.6 27.5 33.2 23.4 28.3 32.3 22.8 21.5 31.8 21.8 26.8

12月 30.9 21.3 26.1 31.2 20.4 25.8 31.6 22.2 26.9 30.1 19.8 24.9 30.1 19.3 24.7

年平均値 32.1 23.3 27.7 32.0 23.0 27.5 33.4 23.3 28.4 33.1 23.8 28.4 32.4 23.0 27.7

Note; DataSuree: PAGASA

気温: oC



(2)megionI)月別気温(1985-1994)Station;DagupanCity.Pangasinan

辛

境目

月

1990 1991 1992 1993 1994

最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温

1月 31.8 20.0 25.9 31.1 21.2 26.2 29.3 20.7 25.0 30.3 20.4 25.3 30.3 21.9 26.1

2月 32.9 21.0 27.0 31.9 21.9 26.9 31.7 21.1 26.4 31.0 21.2 26.1 32.0 22.4 27.2

3月 33.2 22.5 27.9 34.7 21.9 28.3 34.1 22.6 28.3 32.4 22.4 27.4 32.8 23.3 28.0

4月 34.9 25.4 30.2 34.2 24.7 29.5 34.7 24.5 29.6 34.4 24.8 29.6 34.0 25.0 29.5

5月 35.3 25.2 30.2 34.7 25.4 30.0 34.5 25.0 29.7 35.3 25.6 30.5 34.0 25.4 29.7

6月 31.9 24.4 28.1 34.1 25.0 29.5 33.6 24.7 29.2 34.3 25.5 29.9 33.2 24.9 29.0

7月 32.3 24.5 28.4 32.3 24.6 28.4 31.7 24.3 28.0 32.4 25.0 28.7 30.3 24.2 27.3

8月 31.6 24.7 28.2 31.0 24.6 27.8 30.9 24.4 27.6 31.5 24.7 28.1 31.1 25.3 28.2

9月 31.3 24.1 27.7 31.0 24.4 27.7 31.1 24.6 27.8 31.2 24.2 27.7 31.8 24.8 28.3

10月 32.8 23.4 28.1 31.4 23.7 27.5 32.0 24.2 28.1 31.4 23.9 27.6 31.4 24.5 28.0

11月 32.2 23.3 27.7 30.8 22.5 26.7 31.1 21.6 26.3 31.6 23.6 27.6 31.6 22.7 27.2

12月 31.7 21.6 26.6 30.8 20.3 25.5 31.7 21.4 26.5 30.6 22.7 26.6 31.7 21.8 26.7

年平均値 32.7 23.3 28.0 32.3 23.4 27.8 32.2 23.3 27.7■ 32.2 23.7 27.9 32.0 23.8 27.9

･
2
2
,



(1)田egionI)月別降雨量(1985-1994)Station;Vigan,Ⅰ1.coSSu,

辛

項目

1985 1986 1987 1988 1989

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

刀 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日放 降雨量 日放

1月 0 0 0 N.A N.A N.A 0 0 0 2.6 2.0 2 0 0 0

2月 0 0 0 4.5 4.2 2 0 0 0 ll.2 8.8 2 2.4 2.4 1

3月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.9 3.9 1

4月 1.2 1.2 1 7.1 7.1 1 0 0 0 10.9 7.0 2 0 0 0

5月 150.9 47.8 9 593.6 155.6 15 N.A N.A N.A 302.9 70.3 9 49.1 12.1 8

6月 1,157.7 160.7 25 329.4 122.9 15 381.7 84.6 18 655.0 189.3 17 156.3 41.3 15

7月 250.1 105.4 14 682.1 196.7 17 382.5 88.5 24 640.7 190.2 24 680.2 131.8 22

8月 1,195.3 175.3 27 1,140,0 257.9 27 231.2 65.6 16 256.4 48.8 15 478.5 50.4 21

9月 280.8 81.4 12 748.8 287.5 14 324.1 176.9 ll
.374.9

143.0 17 615.5 266.1 21

10月 300.5 82.6 13 98.1 36.9 9 343.7 143.4 9 105.0 18.0 16 79.7 42.8 5

11月 12.3 10.0 3 5.6 2.8 3 4.3 2.2 4 5.0 4.0 2 1.2 1.2 1

12月 N.A N.A N.A 0.7 0.4 2 5.4 5.4 1 0 0 0 N.A N.A N.A

計
3,348.8

年最大

175.3 104 3,609.9

年最大

287.5 105 1,672.9

年最大

176.9 83 2,364.2

年最大

190.2 106 2,066.8

年最大

266.1 95

Note: DataSource: PAGASA

降雨量: mm



(2)(RegionⅠ)月別降雨量(1985-1994)Station;Vigan,Ⅰ1ocoSSu,

午

項日

1990 1991 1992 1993 1994

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

刀 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 E]放 降雨量 日数 降雨量 日数

1月 2.6 2.6 1 0 0 0 2.8 2.8 1 0 0 0 2.7 2.7 1

2月 ll.0 ll.0 1 0 0 0 1.5 1.5 1 0 0 0 0 0 0

3月 0 0 0 0 0 0 0.6 0.6 1 0.2 0.2 1 0.2 0.2 1

4月 1.8 1.8 1 0 0 0 147.6 139.6 2 0.4 0.2 2 8.2 4.0 5

5月 248.0 74.4 13 40.9 14.0 3 380.5 71.8 14 46.0 12.0 7 100.7 36.4 9

6月 691.1 239.6 19 293.5 82.2 16 89.9 20.2 12 183.6 40.4 13 225.5 56.7 20

7月 664.6 144.5 21 545.2 70.7 20 181.5 43.8 20 506.6 140.6 16 1,077.5 222.0 29

8月 905.5 130.0 22 665.9 145.2 27 714.1 87.4 22 476.6 177.9 15 394.8 109.8 18

9月 557.0 121.6 15 405.2 56.8 22 746.5 211.8 16 441.7 207.0 15 347.5 170.5 14

10月 88.0 64.6 6 322.2 148.9 7 6.8 4.6 4 88.2 28.1 10 50.7 29.7 5

11月 15.0 10.8 3 33.4 28.2 3 0.8 0.5 3 6.2 4.5 3 0 0 0

12月 6.6 6.6 1 0 0 0 0 0 0 9.3 6.2 3 0.6 0.6 1

計
3,191.2

年最大

239.6 103 2,306.3

年最大

148.9 98 2,272.6

年最大

211.8 96 I,158.8

年最大

207.0 85 2,208.4

年最大

222.0 103

･
2
4
-



(1)megionⅠ)月別気温(1985-1994)Station;Vigan,Ⅰ1ocosSur

午

項目

月

1985 1986 1987 1988 1989

最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温

1月 30.4 19.5 24.9 31.2 19.8 25.5 30.4 18.8 24.6 30.8 22.1 26.4 30.4 20.6 25.5

2月 31.3 21.3 26.3 30.9 19.4 25.2 30.3 18.8 24.6 31.5 22.1 24.8 30.2 20.8 25.5

3月 32.4
･22.9

27.7 32.0 21.6 26.8 31.7 22.2 27.0 32.2 23.1 27.6 31.2 22.6 26.9

4月 33.2 23.9 28.5 33.6 23.6 28.6 33.6 24.1 28.8 34.5 24.8 29.7 33.0 24.5 28.7

5月 34.5 23.3 28.9 32.0 23.1 27.5 35.5 25.6 30.5 33.6 25.9 29.8 N.A Ⅳ.A N.A

6月 30.4 21.9 26.1 31.3 23.0 27.1 32.6 24.6 28.6 31.7 24.3 28.0 N.A N.A N.A

7月 31.6 22.2 26.9 31.2 22.7 27.0 31.9 24.9 28.4 31.0 23.7 27.3 N.A N.A N.A

8月 30.0 22.2 26.1 30.0 22.2 26.1 32.7ー 25.4 29.0 31.1 24.5 27.8 N.A N.A N.A

9月 31.7 22.7 27.2 31.2 21.6 26.4 31.5 24.2 27.9 31.4 24.7 28.0 N.A N.A N.A

10月 30.9 21.9 26.4 31.4 21.6 26.5 32.2 24.2 28.2 30.9 24.9 27.9 N.A N.A Ⅳ.A

11月 31.8 22.5 27.1 30.8 20.6 25.7 32.1 24.2 28.1 30.8 20.8 25.8 Ⅳ.A N.A N.A

12月 31.6 19.9 25.7 30.2 18.7 24.5 30.7 22.0 26.3 31.1 20.8 25.4 N.A N.A Ⅳ.A

年平均億 31.6 22.0 26.8 31.3 21.5 26.4 32.1 23.3 27.7 31.6 23.5 27.5

Note; DataSurce: PAGASA

気温: oC



(2)(RegionⅠ)月別気温(1985-1994)Station.,Vigan,Ⅰ1ocosSur

年

L≡■至

刀

1990 1991 1992 1993 1994

最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温

1月 N.A N.A N.A 30.0 21.4 25.7 28.9 20.2 24.5 N.A N.A N.A Ⅳ.A N.A N.A

2月 N.A N.A N.A 30.7 21.8 26.3 30.6 20.9 25.7 N.A N.A N.A ド.A N.A N.A

3月 N.A N.A N.A 32.1 23.4 27.8 32.2 22.6 27.4 N.A N.A N.A N.A N.A N.A

4月 N.A N.A N.A 33.4 24.5 29.0 32.7 24.0 28.4 Ⅳ.A N.A N.A 35.8 24.8 30.3

5月 N.A N.A N.A 34.7 26.0 30.3 32.3 24.4 28.4 N.A N.A N.A 34.d 25.2 29.6

6月 N.A N.A N.A 32.5 24.6 28.6 32.3 24.8 28.6 N.A N.A N.A 31.6 24.6 28.1

7月 N.A N.A Ⅳ.A 30.8 23.9 27.4 31.2 24.5 27.9 N.A N.A Ⅳ.A 29.8 23.5 26.6

8月 29.1 22.6 25.9 29.8 23.8 26.8 N.A N.A N.A N.A N.A N.A 29.9 23.9 26.9

9月 30.7 23.4 27.0 30.0 23.7 26.9 N.A N.A Ⅳ.A N.A N.A Ⅳ.A 31.1 23.5 27.3

10月 31.6 23.5 27.6 30.4 22.8 26.6 Ⅳ.A N.A N.A Ⅳ.A N.A N.A 30.6 22.1 26.4

11月 31.2 23.1 27.2 30.1 22.1 26.1 N.A N.A N.A Ⅳ.A N.A Ⅳ.A 31.9 23.1 27.5

12月 30.7 21.6 26.2 30.2 21.7 25.9 N.A N.A N.A N.A N.A N.A 31.7 22.9 27.3

年平均億 31.2 23.3 27.3

-
-
王
妃
-



(1)(RegionⅠI)月別降雨量(1985-1994)Station;Tuguegarao,Cagayan

辛

項目

1985 1986 1987 1988 1989

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量 ,El%*
降雨

月 降雨量 E]致 降雨量 日数 降雨量 日数 降爾圭 日放 降雨量 日数

1月 8.2 7.0 4 43.2 23.2 6 10.3 4.1 7 86.8 35.8 ll 102.3 60.9 9

2月 1.0 0.6 3 26.6 9.0 12 6.2 6.2 1 65.0 30.6 13 29.8 15.0 6

3月 17.8 5.0 7 25.2 16.2 7 6.4 2.8 3 28.6 19.2 5 104.8 65.2 10

4月 113.0 68.0 9 24.4 20.2 2 29.4 24.2 5 76.0 22.2 10 6.8 5.6 2

5月 25.6 -8.8 9 76.4 21.6 ll 124.6 93.6 8 151.8 58.4 10 112.2 26.0 15

6月 352.0 79.8 25 114.6 32.0 ll 161.2 37.2 17 71.6 26.0 13 136.8 51.6 13

7月 68.6 17.8 10 384.0 179.0 20 72.2 25.0 ll 229.3 118.4 17 394.8 253.0 15

8月 348.0 73.4 22 703.0 345.4 22 94.6 38.8 9 120.6 39.8 10 219.4 52.0 17

9月 275.2 76.0 16 125.5 35.4 13 198.0 49.2 14 98.8 31.6 ll 381.0 152.8 20

10月 326.6 88.0 24 606.4 157.4 20 161..2 123.2 8 330.6 56.6 18 245.4 69.0 20

11月 174.6 70.2 17 310.7 87.2 22 119.6 38.0 10 237.8 135.8 16 109.8 30.4 12

12月 50.8 15.2 15 156.1 46.9 13 146.1 67.6 18 109.3 50.8 9 13.0 3.6 10

計
1,761.4

年最大

88.0 161 2,596.1

年最大

345.4 159 1,129.8

年最大

123.2 111 1,606.2

年最大

135.8 143 1,856.1

年最大

253.0 149

Note: DataSource: PAGASA

降雨量: mm



(2)megionIⅠ)月別降雨量(1985-1994)Station;Tuguegarao,Cagayan

辛

項目

月

1990 19911992 1993 1994

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨主 日放

1月 24.8 12.4 7 26.2 15.6 6 27.7 8.6 12 9.6 4.0 8 34.7 13.8 13

2月 8.8 3.4 6 22.4 12.6 9 1.0 0.4 4 13.4 6.8 8 7.4 5.8 3

3月 6.8 4.0 5 9.2 5.0 3 0 0 0 21.6 10.6 5 35.9 24.0 8

4月 17.8 6.6 5 106.0 57.6 6 14.3 8.8 2 2.4 1.2 5 27.6 18.4 7

5月 101.0 29.6 13 66.0 38.2 5 145.2 59.2 14 44.4 36.4 3 41.8 14.8 8

6月 416.0 136.6 22 25.0 15.0 5 122.2 44.6 13 171.6 50.0 8 111.0 30.3 12

7月 146.2 55.2 19 236.8 80.4 17 200.9 83.8 18 165.1 91.0 15 309.1 56.0 23

8月 304.2 80.4 15 463.0 224.5 20 98.7 25.2 18 262.7 56.6 10 227.8 65.9 13

9月 82.0 57.6 9 67.1 33.6 ll 469.8 252.0 16 284.4 126.6 13 335.1 183.2 16

10月 249.0 58.6 18 303.0 242.0 9 301.7 110.8 21 374.2 78｣1 20 133.6 37.6 13

11月 113.0 33.6 16 179.0 63.6 17 135.0 35.0 18 214.2 54.0 14 48.4 18.2 13

12月 153.0 46.0 17 17.8 5.6 9 17.6 4.4 10 175.7 58.4 23 4.8 2.6 3

計
1,622.6

年最大

136.6 152 1,521.5

年最大

242.0 117 1,534.4

年最大

252.0 146 1,739.3

年最大

126.6 132 1,317.2

年最大

183.2 132

･
2
8
･



(1)megionⅠⅠ)月別気温(1985-1994)Station;Tuguegarao,Cagayan

辛

項目

刀

1985 1986198719881989

最高気温最低気温平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温

1月 28.7 18.8 23.8 26.1 19.1 22.6 28.5 19.2 23.8 30.2 20.9 25.5 28.9 20.1 24.5

2月 33.8 21.7 27.7 28.1 19.5 23.8 30.7 18.4 24.5 31.0 21.1 26.0 29.6 19.2 24.4

3月 33.7 22.2 27.9 31.8 21.5 26.7 35.4 21.0 28.2 34.7 21.9 28.3 31.0 21.0 26.0

4月 34.3 23.5 28.9 35.5 22.7 29.1 36.1 24.1 30.1 35.6 23.1 29.3 36.0 22.9 29.4

5月 36.5 24.5 30.5 36.2 23.5 29.8 37.5 24.7 31.1 37.9 24.3 31.1 35.3 23.3 29.3

6月 33.9 24.2 29.0 35.3 23.7 29.5 35.4 24.2 29.8 36.0 23.9 30.0 35.2 23.1 29.4

7月 33.9 24.2 29.0 33.8 23.6 28.7 34.3 23.6 29.0 35.2 23.5 29.4 34.0 23.7 28.8

8月 32.7 24.3 28.5 32.2 23.8 28.0 34.8 23.5 29｣1 35.4 23.9 29.7 34.8 24.0 29.4

9月 32.1 23.5 27.8 32.5 22.9 27.7 33.4 23.2 28.3 35.1 23.6 29.3 33.5 23.1 28.3

10月 30.7 22.9 26.8 30.4 22.6 26.5 33.9 22.7 28.3 31.4 23.7 27.5 31.8 22.3 27.0

11月 29.2 22.2 25.7 29.7 22.3 26.0 32.9 22.6 27.7 28.5 21.5 25.0 29.9 20.7 25.3

12月 26.7 20.2 23.5 28.2 20.1 24.1 28.7 20.7 24.7 26.9 19.1 23.0 28.5 19.0 23.7

年平均億 32.2 22.7 27.4 31.7 22.1 26.9 33.5 22.3 27.9 33.2 22.5 27.8 32.4 21.9 27.1

Note; DataSurce: PAGASA

気温: oC



(2)megionII)月別気温(1985-1994)Station;Tuguegarao,Cagayan

辛 1990 1991 1992 1993 1994
項目

刀 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温

1月 31.0 19.9 25.4 29.4 20.2 24.8 28.4 19.1 23.7 27.8 18.9 23.3 27.7 20.1 23.9

2月 33.1 20.2 26.6 30.0 19.9 25.0 31.1 19.7 25.4 29.3 19.5 24.4 30.9 20.4 25.6

3月 34.1 21.3 27.7 33.8 21.4 27.6 35.4 20.9 28.1 32.3 21.0 26.7
-31.5 21.5 26.5

4月 37.5 23.2 30.4 33.7 22.7 28.2 35.9 23.1 29.5 35.2 22.7 29.0 34.8 23.2 29.0

5月 37.4 23.8 30.6 35.7 23.6 29.7 35.6 24.0 29.8 37.8 24.0 30.9 35.3 27.0 29.7

6月 34.3 23.7 29.0 37.1 24.5 30.8 34.7 24.3 29.5 36.7 24.0 30.3 34.7 24.4 29.6

7月 34.4 23.5 29.0 35.2 24.2 29.7 32.8 23.7 28.2 34.8 24.0 29.4 31.6 23.7 27.7

8月 33.4 23.6 28.5 33.2 23.6 28.4 33.2 23.8 28.5 33.9 23.8 28.8 31.6 24.1 27.8

9月 33.7 23.0 28.4 33.2 23.6 28.4 32.1 23.6 27.8 31.3 23.4 27.4 31.7 23.4 27.5

10月 31.7 22.4 27.0 32.1 21.9 27.0 29.5 23.0 26.2 29.1 22.9 26.0 30.0 22.0 26.0

11月 30.9 22.2 26.6 28.9 20.7 24.8 27.4 21.1 24.2 29.4 22.4 25.9 28.5 20.6 24.6

12月 28.4 20.8 24.6 28.5 19.2 23.9 29.0 21.0 25.0 26.4 20.9 23.6 29.6 19.8 24.7

年平均値 33.3 22.3 27.8 32.6 22.1 27.4 32.1 22.3 27.2 32.0 22.3 27.1 31.5 22.3 26.9

-
B
3
E
-



(1)megionIⅠ)月別降雨量(1985-1994)Station;Aparri,Cagayan

午

項目

1985 1986 1987 1988 1989

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

降雨量
月最大 降雨

降雨量
日最大 降雨

月 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日数 降雨量 日放

1月 23.6 10.0 7 71.5 乏2.0 14 108.0 37.0 12 30.0 26.0 2 69.0 16.0 14

2月 57.9 51.2 4 173.4 73.0 16 48.5 17.5 5 0 0 0 62.5 27.5 12

3月 198.3 46.0 10 16.0 9.0 3 4.0 3.0 2 0 0 0 47;5 13.0 7

4月 46.8 22.5 6 1.0 1.0 1 3.5 2.0 2 0 0 0 9.0 4.0 3

5月 16.5 13.0 3 112.9 68.0 ll 41.0 24.0 3 159.5 91.0 5 105.0 36.0 13

6月 534.0 135.0 22 30.4 15.0 5 161.0 36.0 12 43.5 16.0 9 99.0 52.0 8

7月 50.0 40.0 4 178.0 69.0 12 119.5
.48.0

12 339.7 185.0 9 189.5 105.0 9

8月 143.5 28.0 17 443.0 204.0 15 139.0 69.0 7 56.8 36.0 5 285.0 125.0 14

9月 376.5 70.5 16 345.3 157.0 12 136.0 72.0 7 205.0 99.0 9 244.0 58.0 16

10月 478.5 149.0 16 820.0 133.0 20 421.9 379.9 6 398.5 110.0 20 333.3 138.0 15

11月 179.0 38.5 19 490.0 133.0 21 147.0 35.0 14 186.1 37.0 18 129.5 38.0 12

12月 207.5 45.0 19 90.5 17.0 18 162.0 22.0 17 102.0 23.0 16 35.5 9.5 9

計
2,312.1

年最大

149.0 143 2,772.0

年最大

204.0 148 1,491.4

年最大

379.9 99 1,521.1

年最大

185.0 93 1,608.8

年最大

138.0 132

Note: DataSource: PAGASA

降雨量: mm



(2)megionⅠ)月別降雨量(1985-1994)Station;Aparri,Cagayan

辛

項目

刀

1990

l∃

1991 1992 1993 1994

降雨量
E)1正大

降雨圭

降雨

日数
降雨量

日最大

降雨量

降雨

日数
降雨量

日最大

降雨量

降雨

日数
降雨量

日最大

降雨量

降雨

日数
降雨量

日最大

降雨~

降雨

日数

1月 122.5 34.0 ll 44.5 13.0 9 130.2 26.0 12 158.9 22.5 17 67.1

･王

21.0 14

2月 23.0 8.0 5 92.0 18.0 14 13.4 4.0 7 32.0 9.0 8 23.1 13.0 7

3月 12.0 6.0 4 16.5 8.5 5 26.0 23.8 2 14.1 ll.0 3 31.6 120 8

4月 17.0 15.0 2 19.5 10.5 4 82.3 46.7 4 6.5 3.0 3 17.0 7.5 E]

5月 125.5 48.5 8 2.0 2.0 1 73.1 24.0 8 6.2 5.0 4 114.0 37.0 9

6月 456.0 161.0 10 8.0 3.0 4 121.5 48.0 8 88.9 69.0 6 21.S 6.0 ll

7月 141.0 45.0 9 395.7 128.0 12 143.3 44.9 15 42.0 15.0 9 250.5 59.0 19

8j] 506.5 143.2 16 352.9 135.3 13 139.3 36.0 15 115.0 46.0 ll 203.0 72.0 10

9月 215.7 142.5 ll 320.6 213.5 13 261.5 62.0 15 215.5 58.0 16 234.5 88.0 9

10月 392.9 66.0 16 310.0 111.5 15 371.5 85.0 20 316.7 72.2 23 98.0 27.5 16

11月 175.6 31.5 17 271.5 66.0 23 154.0 42.0 17 i30.5 33.0 17 110.5 22.0 17

12月 143.5 25.5 15 52.0 ll.5 12 80.0 26.0 ll 165.0 28.0 24 14.0 7.0 3

計
2,330.2

年最大

161.0 124 1,885.2

年最大

213.5 125 1,596.1

年最大

85.0 134 1,291,3

年最大

72.2 141 1,184.9

年最大

88.0 127

-
E
3
旦
-



(1)(RegionII)月別気温(1985-1994)Station;Aparri,Cagayan

年

項目

月

1985 1986 1987 1988 1989

最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温

1月 28.0 20.5 24.3 25.9 19.0 22.5 26.3 20.0 23.2 27.9 21.1 24.5 27.5 20.7 24.1

2月 30.9 22.0 26,5 26.0 19.7 22.8 27.0 20.1 23.5 29.0 22.3 25.7 28.5 20.3 24.4

3月 31.6 22.3 27.0 28.8 21.7 25.2 29.8 22.2 26.0 32.1 23.3 27.7 30.0 21.6 25.8

4月 31.8 23.6 27.7 31.2 24.1 27.7 31.2 24.4 27.8 32.9 24.0 28.4 33.0 23.7 28.4

5月 33.0 24.7 28.8 31.9 24.7 28.3 32.1 24.9 28.5 34.1 25.2 29.7 33.5 24.2 28.8

6月 32.3 24.4 28.3 32.4 24.8 28.6 32.8 25.1 29.0 33.3 24.9 29.1 34.2 24.9 29.6

7月 33.0 24.5 28.7 31.7 2ヰ.6 28.2 32.4 24.6 28.5 32.2 24.4 28.3 34.0 25.0 29.5

8月 31.9 23.9 27.9 30.6 24.7 27.6 32.7 24.5 28.6 32.6 24.2 28.4 33.9 24.8 29.3

9月 31.7 23.7 27.7 30.5 24.3 27.4 32.0 24.5 28.2 32.3 23.8 28.1 33.3 24.3 28.8

10月 30.7 23.6 27.2 29.5 24.2 26.8 31.3 24.2 27.7 31.1 22.8 27.0 32.3 23.9 28.1

11月 28.9 23.0 26.0 28.7 23.4 26.1 30.7 23.8 27.2 28.5 22.2 25.4 30.5 22.5 26.5

12月 26.1 20.8 23.5 27.2 21.3 24.3 27.1 20.8 24.0 26.3 19.8 23.0 28.3 20.6 24.5

年平均億 30.8
.23.1

27.0 29.5 23.0 26.3 30.4 23.3 26.9 31.0 23.2 27.1 31.6 23.0 27.3

Note; DataSurce: PAGASA

気温: oC



(2)(RegionⅠⅠ)月別気温(1985-1994)Station;Aparri,Cagayan

午

項目

刀

199019911992
19931994

最高気温 最低気温 平均気温 最高気温最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温最低気温 平均気温

1月 28.7 21.2 25.0 28.5 '21.4 24.9 27.3 20.3 23.8 29.6 20.3 24.9 27.6 20.9 24.3

2月 30.0 21.7 25.9 28.1 20.5 24.3 30.2 20.7 25.4 27.7 19.4 23.5 30.4 21.9 26.2

3月 30.9 22.4 26.7 30.9 21.4 26.2 32.3 22.6 27.5 29.7 20.9 25.3 30.8 22.5 26.6

4月 32.7 23.9 28.3 32.0 23.1 27.6 33.0 23.2 28.1 32.3 22.8 27.6 33.4 23.5 28.4

5月 32.6 24.2 28.4 32.7 24.2 28.4 34.0 24.0 29.0 33.9 24.3 29.1 34.2 24.2 29.2

6月 31.6 23.8 27.7 34.2 24.9 29.6 34.0 24.2 29.1 33.5 24.2 28.8 33.5 24.6 29.1

7月 31.8 23.6 27.7 33.6 24.9 29.2 33.5 24.1 28.8 33.6 24.1 28.9 32.1 23.8 27.9

8月 31.2 23.6 27.4 32.0 24.5 28.3 33.5 24.1 28.8 33.2 24.0 28.6 31.9 24.0 28.0

9月 31.5 23.4 27.5 32.4 24.7 28.6 32.5 23.6 28.1 31.9 23.5 27.7 32.0 23.7 27.9

10月 30.9 23.1 27.0 30.5 23.6 27.0 31.3 23.0 27.1 29.6 22.5 26.0 30.3 23.2 26.7

11月 30.3 22.8 26.5 29.0 22.7 25.8 30.5 21.8 26.1 29.7 22.4 26.0 29.6 22.8 26.2

12月 28.1 21.3 24.7 28.4 21.3 24.8 30.9
･22.2 26.5 27.0 21.1 24.0 30.6 22.6 26.6

年平均億 30.9 22.9 26.9 31.0 23.1 27.1 31.9 22.8 27.4 31.0 22.5 26.7 31.4 23.1 27.3

･
3
4
･



濯栽地区における農民組織の一例

Typiくa1 Organization Chart of lrr弓gat盲onAssoくiat盲on (IA) ･ ･ ･ (濯激用水)

Typical Organization Chart of Water Users Assodation (WUA) ･ - (水道用水)
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1. 経緯･背景

ラモス政権になって､地方開発促進政策を取り､後進開発地域に開発の手を差し伸べ

て来ている｡ ミンクリオ島は首都マニラの有るルソン島の南に位置し､治安上の不安から開発

が遅れがちになっている｡ タ■ハ.'オ･テール･スル州はミンクーナオ島の中でも開発の遅れがちにな

っている州であり､開発可能な耕地が存在するにも係わらず､未だに主食も自給でき

ない状況にある｡

比国の経済は多大に農業に依存している｡農漁業の生産高は国民総生産の約1/3及

び労働人口の約1/2を抱えている｡ 前中期開発計画の1987年から1992年までの経済成

長は以下の通りであった｡ 農業の経済成長は年平均2.0%で国内総生産の23.2%を占め､

労働人口の46%を抱えてきた｡その間穀物生産は1.6%増､養鶏業は12.3%増､漁業は1.

8%増､畜産業は5.5%増であった｡ 総合農地改革も1987年より始まり､ 1992年までに

は898,420農家が恩恵を受けた｡ 工業部門では3.2%の伸び率を確保できたが,前中期

開発計画の目標5.6%増には及ばなかった｡ 工業部門は国内総生産の35.1%を占め､労

働人口の15.5%を抱えている｡ 輸出は年平均12.7%増を示したが､これも目標値より

1.4%低かった｡一方輸入は19.8%増を示し､目標値より5%も高くなった｡これにより貿

易赤字も1987年10.17億ドルから1992年46.95億ドルに膨らんだ｡ サーヒtlス業は年率4.ZEの

増を示し､労働人口の38.6%を占めた｡ サーヒ■ス業の1990年までの成長率は良かったが､

1991年は0.5%に落ち込んだ｡

比国の国内総生産はアシーアの国でインドネシアに次いで低く､ 1990年一人当たり730ドルで

ある｡ 成長率も1965年から1992年までの間､年平均1.3%であった｡人口増加と低い

成長率で､大部分の家族が貧困に悩まされている｡ 貧困率は1985年44.2%であり､

1991年は39.2%であった｡ 1990年センサスでは比国の人口は60.7百万人で､年率2.4%の増

加となっており､このままでいくと､ 30iF一後には2倍の人口になると云われている｡

しかし､前巾l(Jl計画において､インフレの軽減､金融引き締め等の政節により､経済低下

は底に通し､イ〃レもーr(-T代におさまってきたことは次!(JJ綻消宛展の希望となっている.

このような寸)ミ況から､比国は1992咋に1993叩から2022咋までの比国41'ri追計画として､

人rjJtY]JJrI､ r'plrlられた地FJ!Yl'抑､ I:L'i鳩怒化等を考'tfiし､ f1'ri追計画の枠組みをh7ti定した.

それに)i.呈づき1993叩から1998咋までの小3tJ川r(･J允計画を節定､ (A)容には人材の育成､マク

ロ紹i六とi'i金l)i･J兆､アグロインタ..ストリr)'r.J允及びインフラl)TiJ允を掲げている.この内､ア/ruインタ'.ス

トリの総合l)'r･J允l｣持として､鎗囚率では199141:39.2%を1998咋には30./.まで低下､非雇用

人l二H=おい7:-は9.1%から6.6.i(.まで低1こ､同内総ヨ三産では8.卜9.8%まで増加等を掲げて
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いる｡ 農業部門における目標では､ 2.7-3.4%の成長率を見込み､主食の米の自給達

成10百万トンのレヘールまで上昇､コーンの生産量を年率5.6%とし飼料の自給を達成,畜産業､

養鶏業及び漁業はそれぞれ4.2-5.0%, 4.4-5.1%及び1.6%の成長率を確保､総負荷価値

地域を設定等を掲げている｡ この中期開発計画に基づき､農業省では1993年から

1998年までの中期農業開発計画を策定し､その中で穀物生産強化計画､中期畜産開発

計画､基幹経済作物開発計画及び中期漁菜種営及び開発計画等を掲げ､それら計画を

全国的に実行に移している｡

2. 地区概要

2. 1 地区の一般状況

タtt)1+オ･テttル･スル州はミンターナオ島の南部､第11管区の首都タo.)ドオ市の南に位置する｡ 面

積は353,401haで1990年の人口は632,251人､増加率は年1.91%である｡ 1994年の予想

人口は681,957人と見積もられている｡ (表2-1参照) 州都は州最大の都市テ小イコースで

109,629人､第2の都市はマリタで人口93,731人と予想されている｡ 1994年の第3期には､

労働人口304,000人と見積もられており､その内276,000人が何らかの雇用状態にあり､

内96,000人が農業に従事しているo 28,000人は失業状態にある｡

気候は第4型に属し､年間を通して降雨量が平均している｡ 気温が最も高い月は

4月及び5月で28.0度､最も低い月は1月で26.4度ある｡ 降雨量の最も多い･月は4月で

139.3mm､最も少ない月は2月で95.6mnとなっている｡ 台風は殆ど来ない位泣にある.

(表2-Z参照)

この州は15耶を有し､南北に糾長く､地形は西I]Luに丘陵及び米側に海岸線が糾長く

延びている｡ 州都は北よりに位rl.1するテ､-ィコ.'スで順一の平野を控えている場所であるo

州にはハ○タ､､タ't川､シフ1-ラン川及びテ､､ィコース川のヨ三9if･3河川がある｡それら河川は130,300

ha､ 15,800ha及び17,500haの河川流域を持っており､その他では稲､コーン､サトウキヒ.'､コ

コナッツ､八一1ナナ等の生in_I(?を'lii;んでいる｡ しかし､それらの河川の反乱が･W!繁で多大なる

被;i;を被っている才人況にあるo

】991咋別?J-:､間近266.498km､州氾425.710km､耶迫257.810km及びハttランがイ退

1689.033kmの退路糾があり､ :i+.;]iZは0.73km/km2となり､ヰ:I:･i畔1.00km/km2に比較すると
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充分とは云えない｡ (表2-3参照)

州は細長く丘陵部と海岸線が近いこと､土壌がシリト質であること及び降雨量が多い

こと等により土壌浸食が大きいため､大小のクリーク及び河川を多数者している｡ これ

らを渡るための橋は総延長1,217mと短く､村落間の移動､生産資材及び生産物の運搬

に不便をきたしている｡

生活用水施設については､レヘールⅠⅠⅠが9,058家族､レへ小ルⅠⅠが13,035家族及びレへtIルⅠが

51,263家族で､合計しても州全体の68.31%の給水率でしかない｡

濯耽圃場は1991年現在､ 12,284haで濯概可能圃場が21,491haあると見積もられてい

る事から､濯概率は57.16%と低い値である｡

土壌は大きく分けて3種類に分類され､基本土壌はミラル･クレイ･ローム,サンミケ○ル･シルトクレイ･

ローム､カがヤン･クレイ･ローム､ファラオン･クレイ･ローム､サンマニエル･シルトクレイ･ローム､マララクや･クレシ･ローム､マドゥンが

･クレイ､サンマニエル･クレイ･ローム及び7アラオン･ロームに分けられている｡

州の経済は農業に依存しており､稲作､コーン作､ Jドナナ､サトウキヒtl､ココナッツ等が主要とな

っている｡ 又漁業及び畜産鼻も行われている｡

2. 2 地区の農業の現状

最大の主要作物は稲作で､滋瓶により2期作を行っている所もある｡ 政府援助に

より､米生産強化計画及び米生産行動計画等が遂行され､ 1994年の感慨稲作による生

産丘は119,264トンで収穫面積23,954ha､ i7i位収員4.98トン/haであった｡ (表2-4参照)

1990年から】994年までの生遊民の伸び率は年1.45%で収穫両税のILl7び率は-1.64%であっ

た｡ これは.L!ち水の被riL!が大きく!;!2叩をしていることからの結n!である｡ 又穀物生

J71(i強化計画等により､柚子､肥料叩が1,'1供されJTLYJl?'(iが計られている｡ ホワイトコーンの当三InJi･

Jiとは19944l･:47,516トンで収碓niも■王は34,167ha､
-Tr'･LLr-_収!ほは1.39トン/haであった.

又主食

の米は19944lJll]給_Ti皇77,620トンであり､ '77,;;i121は83,915トンとL=1Llも11もられ､ 6,295トンの不足を

A-たしている. (4ミ3-5参!7.(!) ;1三企不足は1[l4r=･のことであり､ I-Z三艇r^]収?"tも低く､

究恭不L;iの串が19944l-･:で53.55.iもあることから大変な^ff閤にあえいでいる王J=)iうかが

えるo (妻ミ2-6及び要i2-7参,(I.(i)
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畜産業では､牛,カラハ.tオ､山羊､豚､鶏があり､それぞれ1994年の肉生産頭数は

20,671頭､ 25,963頭､ 62,865頭､ 113,576頭､ 661,118羽であり､需要との過不足はそ

れぞれ､ 1,696頭不足､ 1,592頭不足､ 516頭過､ 2,353頭不足及び1902羽不足であり､

山羊が需要を満たしているのみである｡

州の漁獲高は1994年6,174トンで近海漁業及び)1小ンがス､エヒ¢等の養殖も行っている｡

マンコtlは最も広まっている果物で､ 1994年には2,000haに増加し､クー八ttオ市或いは近隣

の州に移出している｡ 問題は不十分な道路網による流通の難しさである｡

ハリナは60別ま加工品で､ 40%は生で消費されている｡ 67%がサハ○種で1994年の生産量

は23,000トンであった｡ 輸出用にはh)ドンテttイシュ種で1993年には900ha､ 36,000トンの生産

量であった｡

1994年のコートの作付け面積は3,700haで､ 5,000トンの生産量を上げた｡ コートは単位

収量が低く､政府援助も少なく,価格も不安定である｡ ホ○スト･)1-へ小スト施設の不備も手

伝い､生産量は減少傾向にあるが､この州は第11管区内では最大の生産地となってい

る｡

民間資本により､ 1994年4,000haのカカオ生産がなされていたが､低価格及び貿機材不

足等により､ 900haの縮小がなされた｡

1990年より締が導入され､ 199卜1992年には1,000haに増加したが､価格の低下及び

資金不足等により減少傾向にある｡

ココナッツは他の作物に比べ､州内ではF*･大の作付け両横を誇り､ 1994年には生産面1llll

107,000ha､生成_f3L9l,000トンであった｡ ココナッツは1992年の多大の水;_gを被った. ココ

ナッツ生17'riにおける耶1超克=ま水害のy)'止､コ:けッツ工場の改良及び小作Ll謹の糾織強化にある｡

サトウキヒ小はLm'('1介ayi'により､ 1990咋にはl,353haであったものが､ 19944I=･には

7,958haにJT.Y[J)(fした｡ その【-lJで1993咋には水.'i皇子を被りiJ'l低の収椎_litであった｡

以上のような一般及びJ11yi'別況であるが､この州では森林の伐拐及びニヒ機がシリトf!11

であること等により､急流河川による泣虫が大きく､ ･il与水及びL:LLi境恕化を招くととも

に､漁以をも敵機している. その他､以下のような(.'il越点を抱えており早急の対処
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を必要としている｡

ー 不十分な農道｡

-

ホ○スト八一へ■スト施設の不足｡

- 不十分なマーケット施設｡

一 生産資機材の高価格及び不足

一 生産コストの高額化｡

一 生産技術不足｡

- 資金入手の可能性の薄さ｡

3.

3. 1

計画概要

目的

国家経済において最重要な役割を果たしている農業部門の開発計画に従って､タ11ハ小

オ･テ+ル･スル州民政の安定及び州経済においても重要な役割を果たしているこの部門にお

いて､農業生産量及び生産性を高めることを開発の中心として､河川洪水及び浸食に

よる環境破壊等を防止すると共に､土地利用と水利用の改善､潅耽施設整備､道路網

の整備､ホ○スト)1-へttスト施設整備等により農業の生産性を向上させ､貧困の撲滅､雇用の

拡大及び民政の安定を計ることを目的とする｡

3. 2

4.

内容

タナ)1小才･テール･スル州農業総合開発計画は各種のコンホ○-ネントをレヒ1'ユーし､優先開発車薬を選

定する｡ この選定された優先開発中業の7イ-シーヒ'()テイ･スタテtlィを行い､事業化の妥当性

調査と郎英突施後の効果の界定を行う｡

総合所見

タL'ハ11オ･テ､-ル･ス.I川Llは中央政府の開発計画に基づき､総合開発計画1993-1998及び州段
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業マスターフ○ラン1995-2000を策定し､開発を推進している｡ 開発を積極的かつ効果的に行

うためには各種コンホ○-ネントの評価及び優先開発事業の選定を行う必要がある｡ この州

の食糧不足及び失業率並びに農業開発可能性を観がみた場合､早急なる調査の実施が

望まれる｡
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表2 - 1 郡別面積,実測人口及び予測人口:ターハttオ･デル･ス.r川.r

Land Area , Actual and Projected Population

by IIunicipality, Davao del Sup

Municipality Area

(ha)

Population

rowthrate

1980-90

1990

Actual 【Ⅲ】 1992 1993 1994

1.Bansalan 15,775 1.37 46,640 47,279 47,927 48】583 49,249

2.Digos 26,787 3.25 96,464 99,599 102,836 106,178 109,629

3.DonIⅠarcelino 40,730 3.07 27,100 27,932 28,789 29,673 30,584

4.8agonoy ll,664 2.57 39,001 40,003 41,021 42,086 43,168

5.JoseAbadSantos 73,443 1.53 44,502 45,183 45,874 46,576 47,289

6.Kiblawan 39,007 2.06 31,749 32,403 33,071 33,752 34,447

7.Ilagsaysay 16,987 2.02 38,528 39,306 40,100 40,910 41,737

8.IⅠalalag* 19,612 2.12 27,692 28,279 28,879 29,491 30,116

9.IⅠalita 51,259 3.16 82,763 85,378 88,076 90,859 93,731

10.IⅠatanao 20,240 3.20 4l,255 42,575 43,938 45,344 46,795

ll.Padada 4,503 2.02 21,039 21,464 21,898 22,340 22,791

12.Sta.Cruz 27,772 2.28 14,990 15,322 15,681 16,039 16,405

13.Sta.IⅠaria 20,478 1.50 56,001 56,841 57,694 58,559 59,437

14.Sarangani 10,618 2.75 40,033 41,134 42,265 43,427 44,622

15.Sulop 15,526 0.57 24,494 24,639 24,784 24,930 25,077

DavaodelSur 393,401 1.91 632,251 644,327 656,634 669,175 681,957

Source : DE‥R, Provincial Office

NSO

Remarks: * Six(6) barangay were taken by Sarangani Province
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表2 - 2 気象データ:タ+)r-オゲル･神ill

†Ieteoro-Hydrological Profile

Davao del Sup

1. Iteteorology

Climate Type:

Annual Rainfall

Ⅰ〉(Rainfall evenly distributed t【lrOughout the year)
1,787.2 m

Manthly rainfall at l!ajor Stations U【lit: mm

ltationName Jaロ Feb IⅠar Apr Ilay Jun Ju1 Åug Sep Oct Nov Dec Annual

aVaoCity 114.5 100.1 81.1 141.0 211.8 194.8 176.7 173.1 179.3 167.0 149.4 108.4 1,797.2

ago-Oshiro 136.3 179.6 120.1 181.4 254.2 226.7 202.9 240.5 244.9 194.7 196.3 137.6
,315.2

lalita 221.8 166.2 109.1 109.9 157.9 104.6 98.7 92.4 70.6 114.9 130.4 133.1 1,509.6

ta.Cruz 85.9 113.4 95.4 149.9 263.8 231.8 153.6 211.6 198.3 175.7 153.7 158.5 1,991.6

adadaDamsit 76.8 66.1 37.9 79.9 128.1 153.1 141.8 163.3 148.2 132.8 107.8 86.2 1,322.0

Ileteorological Features at Davao City

Jan Feb Mar Apr May Ju【ー Ju1 Åug Sep Oct NoV Dec 山lnua1

･leanTem.(C) 26.4 26.6 27.4 28.0 28.0 27.5 27.a 27.4 27.5 27.6 27.3 27.9 27.4

teanR.H.(Ⅹ) 82.1 81.7 79.0 78.6 80.6 81.7 82.2 80.9 81.1 81.4 80.8 81.7 81.0

anEva.(m) 97.9 95.6 129.8 139.3 135.1 111.7 115.8 127.4 121.3 117.6 109.7 112.6 1,413.8

3

ヾ.s1)eed(km/da 240.0 240.0 240.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0

o.of Typhoon 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1

2. Surface Runoff

IIanthly Runoff unit: MCM

Jan Feb Thr Apt. flay JuⅠl Ju1 Åug Sep Oct NoV Dec Mean

､ibulanRiVer 6.71 6.83 5.94 6.01 6.54 6.71 6.71 6.67 6.61 7.04 7.27 7.36 6.70

adadaRiver 12.64 13.66 13.19 13.21 17.07 19.80 20.56 22.36 27.52 21.92 19.91 14.99 18.07

ーalRiver 4.56 5.38 3.67 3.49 5.84 8.69 7.99 9.29 8.97 8.00 6.31 5.12 6.44

Source : PAGASA



表2-3

1. Roads

Nati onal

Provincial

I血nicipal

Barangay

基礎的生活基盤施設状況( 1991 ) :クー八●1･テ■A･加州

Infrastructure Facil ities

Davao del Su√, 1991

266.498

425.710

257.810

1.689.033

B
血
a
b

Total :

Concrete Pavement

Asphalt Pavement

Earth

Gravel

2▲639.051 km

91.696

56.57】

27.350

2.463.434

血
血
血
B

Dencity: 0.73 km/km2

Y■_A_I_Ⅹ7

4

4

5

4

1

0

3

3

2

1
一
3

=∫ゝ

Total :

2. 8ridge5

且CDG type

ぬiley type

Timber type

2,639.oらl km

】,0】7.77 m

】77.24 ∩

2Z.00爪

Total :

3. Transport

Cars/Jeeps

Trucks/Buses

IIotorcycl e

Trailer

1,217.01 ∩

),441 units

513 units

1,868 units

】5 units

Total :

4. Pol･t

IIunicipal

Private

3,837 units

5 ports

l ports

Total:

5. Potable Water System

LcvcI JIE (J5units)

Level II (6lunits)

Levcl I (2,725units)

6 ports

9.058 households

13,035 housel101ds

5J.263 households

100.00 ‡

I
,
114units-private, 82units-GovernLnent

245units-hired

409uni ts-private, 54unitsIGovemnent

50units-hire

47luni ts-private, 42units-Government

1.355unit5-hired

}ん

γ■Ⅹ

5

7
CI'

3

7

∩
■
U

N

7

9

1

1
■
一

6

73,356 households * 】00.00 X

* ≡ 68.31X of Provincial Total [touscholds

G. [rrlgation

Pot.elltial

E,yisLing

Comn]unal ∫rrigation System

National Irrigation Systems

TotaI Irrigation A(･ca

(Ⅰ人s

(Still oll-going

SoLH･CC :

21,LID) has

12.28･1 has

9,S94 has)

2,390 has)

Hatanao=Ll,588has. [lagonoy=JI,0Ⅰ2has,

Sta.トhria=80has

Othcl.S=〉hlita. Std.Cru7" SuloI). Padada

18 systems

2 systems

57.Ⅰ6 i or Potential ^rca

ComprehczISivc DevclolynCnt PILln. 】993
-
199S

Davao del SuI,
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表Z-4 穀物生産孟,収穫面積及び単位収丘(1990 - 1994) :ターIr才･テール･スル州

Crop Production, Area Harvested. Yield per Hectare

Davao del Sur, 1990
-

1994

Crops

･i.a.a.6.-19,1Ye芋9r92199,-.,..i-a,9.i.-...i:av:;㍗;器il;;.0;h
1.Rice(Irrigated)

Production(mt) l17,754115,6089l.840)09.987119,264 I.45

AreaHarvested(Has) 26,44020.88820,57822,22423,954 -1.64

Yield(mt/Ha)

2.Rice(Rain fed)

Production(rat)

4.455.534.464.954.98 4.12

1,2565251.077l,046152 -10.28

AreaHarve5ted(Has) 63327175086240 ll.91

Yield(mt/Ha)

3.Corn(批ite)

Production(mt)

1.98l.941.441.213.80 42.54

43,56332.47835,03540,l8647,516 3.84

AreaHarvested(Has) 50,02024.39934,27634.66334,167 -2.76

Yield(mt/Ha)

4.Corn(Yellow)

Production(mt)

0.87l.331.021.161.39 15.99

1,1862,9982.679).8922,420 35.16

AreaHarvested(Has) 62Z862894599792 Ⅰ0.26

Yield(mt/Ha)

5.Banana(Local)

Production(mt)

1.913.483.003.l63.06 18.24

55,90837,49814,03322,23324,199 -7.06

Area打arvested(Has) 2,8494,3852,7423.4633,497 lO.93

Yield(mt′Ha)

6.Banana(E叩Ort)

Production(nt)

J9.628.555.l26.426.92
-)5.8l

32,56240,37550,07454,50056,800 l5.27

AreaHarvested(Has) 52J646],290l,400l.400 33.05

Yield(mt/Ha)

7.Coffee

Production(mt)

62.5062.5038.8238.9340.57
-8.35

4,3517,0305.0884,4385,092 8.98

AreaHarvested(Has) 5,4406.2304,4673,6673,697
-7.72

Yie】.d(mt/日a)

8.Cacao

Production(mt)

0.80】.l31.】41.2】】.38 一5.37

6,54613,0989.5794,2734,390 6.69

AreaHarvested(Has) 5,5486.4945.3694,6364.075
-5.53

Yield(mt/tla)

9.Sugarcane

Production(rnt)

】.】82.02Ⅰ.780.92】.08 7.06

176,LI)8186,0461)8,006)5LI,78930L,595 23.7Z

^z.eaーhT.YeSted(llas) 6,6056,8756,4664.5799.687J20.13

Yield(mt/ーーa)

lO.CocoltUt

ProdLJCtion((nt)

Z6.7127.0618.Z533.8031.l3H.52

H
H

113,7G992,18299.LI2882,7I]))0.0.15).6I

^T.ealfarvested(lーas) 89,92094.063104,1L17106,887)06,9864.tic

Yield(mL/lla)

l】.Cotton

Pl.Oductioーl(mい

I.270.980.950.771.03-a.87

7G7936LlO6268J123.72

^rcaJhrvcstcd(I(as) 767).0501,015LI365-3.05

Yield(mt/=a)

I2.比IftgO

r}roductio[1(mt)

I.000.890.J100.Got.2925.Il暮

l
4,l9413,LOL117.87628,55928.S92;77.L15

^rcaPlanted川as) 5504571.3GOl.1G62.039E5G.S9
^reヱlltこlrVCStCd(ーーas) 550)952763813S5rL1.02

Yield(mt/Ih)

13.Fislー

Production(mL)

7.6367.20G1一7771.9675.0.,lil97.95

I).6665,5635.】285.6156,l7.1g

Sol‖.Ce: OP.1G. r)LIVaO dcI SL)r

Office o( ule Provincial AgJ･icuLtu,･isL. i)igos
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表2-5 穀物自給丘(1990-1994) :ター八一オ･テ■A･スJu州

Sufficiency/Deficiency of Food Crops

Davao del Sup, 1990
- 1994

1990 1991 1992 1993 1994

1. Palay

Production (mt)

Total Supply (nt)

Total DeJnand (mt)

Surplus/Deficit (mt)

2. Corn

Production (mt)

Total Supply (mt)

Total Demand (mt)

Surplus/Deficit (mt)

3. Cattle

Production (Heads)

Total Supply (mt)

Total Demand (mt)

Surplus/Deficit (mt)

4. Carabao

Production (Heads)

Total Supply (mt)

Total Demand (mt)

Surplus/Deficit (mt)

5. Goat

Production (Heads)

Total Supply (nt)

Total Demand (mt)

Surplus/Deficit (mt)

6. Ilogs

Production (Heads)

Total Supply (mt)

Total Demand (nt)

Surplus/Deficit (mt)

7. Cllicke【l

PI･Oduction (IIcads)

Total SuI)I)ly (mt)

Tota) I)cmand (mt)

Su叩Iu5/Deficit (mL)

8. Ducks

PJ10duction ([tcads)

Toしal Sul)l】1y(mt)

Total Demand (【1い

Surplus/Deficit (nL)

Ilo,710 1)6,884 92.917 11),033 J19.416

78.461 75,974 60,396 72, 171 77.620

80. 895 80. 582 74, 603 80) 786 83,915

-2.434 -4,608 -14,207 18,615 -6.295

43,563 32,478 35.037 40. 187 47,517

28,316 2l, ]11 22.774 26, 122 30.886

18,513 15.301 16,186 17,927 20.177

9,803 5,810 6,588 8, 195 10,709

】8,283 19,073 19.282 2l.200 20,67l

370.23 386.23 390.46

1,943.57 1,846.27 2,036.32

-1,573.34
･
-I,460.04 -I,645.86

Z2,646 26, 167 27, 134

121.30 140.30 549.46

I.936.00 3,19l.70 2,030.78

-I,814.70 13,051.40 -I,481.32

55,216 39,984 52,311

2,259.39 16.80 2,197.06

),966.65 3.19l.70 2,040.28

292.74 -3.174.90
156.78

1】2,L109 118,234 114,408

1,32l.93 1,390.43 ),315.41

3,421.93 3.487.07 3.552.64

-2,100.00 -2,096.64 -2,207.20

606.250 692,740 65l , 】09

213.Ilo Z43.8LI 229. 19

I,978.69 2,019.15 2,055.76

-1,765.29 -1.775.31 -1,8Z6.57

JIG.903 80,2911 8I.950

16.51 28.26 Z8.85

l,958.71 l.997.31 2.035.LIT

429.30 418.58

2.070.57 2, 114.87

-1.641.27 -1,696.29

27.270 25,963

552.22 525.75

2.074.03 2,l17.88

-I,52l.81 -1,592.13

56.784 62,865

2,384.93 2.640.33

2.081.41 2,124.28

303.52 5】6.05

I12,378 I13.576

】,3Z】.57 】,335.65

3,619.78 3.688.76

12,298.2l -2,353.1I

609.067 66l.】 18

2)Ll.39 232.7)

2.093.08 2. I3Ll.50

-I,878.69 -),90l.79

73.890 72.849

26.OI 25.6･1

2,07LI.00 2,I13.52

-I.942.23 -I,969.05 -2.006.62 -2.0･17.99 -2,087188

Sour.CC:

Remこ汀ks :

OP^G DilVaO dcI SLH･

L99011992. CIPAG. Davao dcL Sup

1993-1g9⊥1. PJIOVincial Vcterinariall's o(rice. D;lVaO dcI Sup

Assumptions;

- 70蔦is rice-eating population. consumL)いon
is.]007･1 mL.

-
30r. is corn-eating population. consuml)Lion is.02S7 mし

- 65r, milling recover)I rate.

-30X allowance
for wastage,(seeds,animal

fccds and handling)
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表2-6 幼年時栄養不良人数(198711991) :デハーオ･テttル･スル州

Number of †【alnourished Pre-schoolers and School Children

Davao del Su√, 1987 - 1991

1987 1988 1989 1990 EE3)
1.Pre-Schoolers

EstimatedTotalNumber 124,233 122,879 128,794 96,678 122,287

ActualWeighed 63,852 68,998 80,341 76,770 97,189

1stDegree 25,443 28,381 33,773 35,460 35,941

2ndDegree 7,493 7,129 7,917 8,259 10,200

3rdDegree 1,231 947 896 786 1,113

Overweight 4,045 4,480 4,838 3,846 5,025

%Iーalnourished

2.Schoolchildren(S/C)

TotalNumberofEnrolled

59.84 59.33

96,834

59.02

104,217

62.98

86,938

53.79

97,234

Normal 42,301 33,057 40,402 44,702

Iーild 28,392 35,906 27,317 30,143

IⅠoderate 26,032 34,111 16,185 19,319

Severe 38 453 333 783

overweight 30 643 1,003 1,250

Totals/CWeighed 96,793 104,170 85,139 96,246

%Iーalnourished 56.29 68.27 52.54 53.55

Source : IPHO, Digos, Davao del Sur

DECS, Division Office

Comprehensive Development Plan, Davao del Sup, 1993-1998
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表2 I 7 家族数及び級別家庭内収入･支出(1985,1988) :㍗)1oオ･デル･スル州

Total Number of Families and
Average Family Income and Expeditures,

by Income Class, Dabao del Sup, 1985 and 1988

1985

ⅠncomeClass

Total

umberof

income Expeditures Savings

AVerage Total AVerage Total

Families (POOO) (P) (POOO) (P) (POOO)

Total 107,583 2,101,707 19,536 2,020,702 18,783 81,005

underP10,000 18,790

10,000-14,999 34,802

15,000-19,999 21,674

20,000-29,999 17,302

30,000-39,999 6,711

40,000-59,999 6,339

60,000andoVer 1,967 206,144 104,812 171,498 87,196 34,646

1988

ⅠncomeClass

Total

u血berof

Income EXpeditures Savings

Average Total AVerage Total

Families (POOO) (P) (POOO) (P) (POOO)

Total 113,583 2,943,655 25,916 2,175,405 19,152 768,250

underP10,000 17,777

10,000-14,999 26,074

15,000-19,999 22,354

20,000-29,999 19,055

30,000-39,999 ll,854

40,000-59,999 8,736

60,000an(】oVer 7,734 805,637 104,l67 50Z,461 64,967 303,176

Source: 1985 and 1988 Family lncome and Expenditures Survey

Natio【lal Statistics Office, Ilarlila
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でいる状況にある｡ (表3-3参照)

1992年現在､国道､州道､郡道､ )1oランがイ道を合計して1,387.92kmの道路網がある

が､密度は0.27km/km2であり､標準1.00km/km2に比較すると非常に少なく､流通の不

便さを物語っている｡ (表3-1参照)

生活用水施設については､レへ○ルⅠⅠⅠが4,976家族､レへ○ルⅠⅠが11,834家族及びレへ○ルⅠが

58,376家族で､それぞれ5%､ 15%及び40%の給水率でしか無い｡

濯親閲場は1994年現在､ 5,688haで遵概可能圃場が8,000-9,000haあると見積もられ

ている｡

土壌は29種類に分類され､クレイ､ローム､ローム･クレイ､シルト･クレイ､シルトクレイ･ローム,サンテやィ･クレ

イ･ローム､ファイン･サンテ○ィ･クレイ･ロームが存在する｡

州の経済は農業に依存しており､食品セクターとして､稲､コーン､マンコ小､カシューナッツ､ココナ

ッツ等､及び各種魚類､海草類､畜産業が営まれ､発展計画がなされている｡ その他､

非食品セクターとして､お土産､家庭内装飾品､ 71)ック･陶器類､ア八.tカ等各種家内工業及び

観光業等の発展計画が考慮されている｡

2. 2 地区の農業の現状

最大の主要作物は稲作で､惑概により2期作を行っている所もある｡ 政府援助に

より､米生産強化計画及び米生産行動計画等が遂行されている｡ 1993年及び1994年

の生産量は63,354.55トン及び65,800.00トンであり､種子､資料及び流通損失を加味した

場合の自給率はそれぞれ69.33Ⅹ及び70.94%であり､主食の不足がみられる｡ 1994年

は1993年に比べ仰びを示しているのは穀物生産強化計画等により､種子､肥料等が提

供され増産が計られたからと思われる｡ コーンの生産丑は1993年は29,810.40トンであっ

たが1994年25,638.00トンと減収であった｡ 碓耽設僻不十分な､自然条件下での生産の

監督と思われる｡ (穀3-4参照) 畜産業においては､発瓢の生産が1993年で

351,817羽であった物が1994年では691,961羽と急増している｡ この州が畜産業の発

展に力をいれている現れと思われる｡ 牛､豚､山羊等の畜産業及び漁業の生産高の

統計が収処されなかったが､それらJl1-3菜関係の開発計画をみるとその重要性はうなす

ける｡ (義3-5参照)
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国名:フィリピン共和国 案件名:タ■)1.オ･オリエンタル州農業総合開発計画



1. 経緯･背景

ラモス政権になって､地方開発促進政策を取り､後進開発地域に開発の手を差し伸べ

て来ている｡ ミンク小ナオ島は首都マニラの有るルソン島の南に位置し､治安上の不安から開発

が遅れがちになっている｡ タ■)1.オ･オl)エン州外lはミンク○ナオ島の中でも開発q)遅れがちにな

っている農業主休の州であり､開発可能な耕地が存在するにも係わらず､家庭内収入

は低く､継続的貧困にあえいでいる状況にある｡

比国の経宙=ま多大に農業に依存している｡農漁業の生産高は国民総生産の約1/3及

び労働人口の約1/2を抱えている｡ 前中期開発計画の1987年から1992年までの綬済成

長は以下の通りであった｡ 農業の経済成長は年平均2.0Ⅹで国内総生産の23.2‡を占め,

労働人口の46Ⅹを抱えてきた｡その間穀物生産は1.6‡増､養鶏業は12.3Ⅹ増､漁業は1.

8%増､畜産業は5.5Ⅹ増であった｡ 総合農地改革も1987年より始まり､ 1992年までに

は898,420農家が恩恵を受けた｡ 工業部門では3.2%の伸び率を確保できたが､前中期

開発計画の目標5.6%増には及ばなかった｡ 工業部門は国内総生産の35.1%を占め､労

働人口の15.5%を抱えている｡ 輸出は年平均12.7%増を示したが､これも目標値より

1.4%低かった｡一方輸入は19.8%増を示し､目標値より5Ⅹも高くなった｡これにより貿

易赤字も1987年10.17億ドルから1992年46.95億ドルに膨らんだ｡ サーヒ○ス業は年率4.2Ⅹの

増を示し､労働人口の38.6%を占めた｡ サーt.ス業の1990年までの成長率は良かったが､

1991年は0.5%に落ち込んだ｡

比国の国内総生産はアシt'アの国でインドネシアに次いで低く､ 1990年一人当たり730ドルで

ある｡ 成長率も1965年から1992年までの間､年平均l.3%であった｡人口増加と低い

成長率で､大部分の家族が貧困に悩まされている｡ 貧困率は1985年44.2%であり､

1991年は39.2%であった｡ 1990年センサスでは比国の人口は60.7百万人で､年率2.4%の増

加となっており､このままでいくと､ 30年後には2倍の人口になると云われている｡

しかし､前中期計画において､イ〃レの軽減､金融引き締め等の政策により､経済低下

は底に達し､イ〃レも-桁代におさまってきたことは次期経済発展の希望となっている｡

このような状況から､比国は1992年に1993年から2022年までの比国梯追計画として､

人口増加､限られた地理資源､環境感化等を考察し､梢造計画の枠組みを策定した｡

それに基づき1993年から1998年までの中州開発計画を節定､内容には人材の育成､マク

ロ経済と資金I凋発､アクロインタttストリ開発及びイ〃ラ開発を掲げている｡ この内､アク■ロインタ+ス

トリの総合開発目標として､貧困率では1991年39.2%を1998年には30%まで低下､非屈用

人口においては9.1.Lカゝら6.6.Lまで低下､国内総生産.ではB.1-9.8%まで増加等を掲げて
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いる｡ 農業部門における目標では､ 2.7-3.4%の成長率を見込み,主食の米の自給達

成10百万けのレへ○ルまで上昇､コーンの生産量を年率5.6Xとし飼料の自給を達成､畜産業､

養鶏業及び漁業はそれぞれ4.2-5.0%､ 4.4-5.1%及び1.6Xの成長率を確保､総負荷価値

地域を設定等を掲げている｡ この中期開発計画に基づき､農業省では1993年から

1998年までの中期農業開発計画を策定し､その中で穀物生産強化計画､中期畜産開発

計画､基幹経済作物開発計画及び中期漁業経営及び開発計画等を掲げ､それら計画を

全国的に実行に移している｡

2. 地区概要

2. 1 地区の一般状況

タ●八すオ･オ))エンクル州はミンクリオ島の南部､第11管区の首都タ○)1oオ市の東に位置する｡ 面

積は516,446haで1990年の人口は394,697人､増加率は年1.50%である｡ 1994年の予想

人口は418,916人と見積もられている｡ (衰3-1参照) 州都は州最大の都市マテイでアクー

ロ･インタ○ストtl開発計画の一都市である｡ 1990年の統計では､州人口の内､ 206,000人が

経済活動人口で､雇用率94.17%及び農業人口72.16%であった｡ エ業､流通及びサービ

ス産業に従事する人口はその内の27.84%を占めていた｡ 農業主体のこの州の人口構成

は今もその傾向に殆ど変わりはない｡

気候は第2型に属し､乾期のない気候である｡ この州には正式な気温テ小一タに関す

る資料は発表されていないが 同緯度のタtlハーオ市の気温をみると最も高い月は4月及び

5月で28.0度､最も低い月は1月で26.4度ある｡ マテイ市での降雨量の最も多い月は1月

で209.5mm､最も少ない月は4月で71.7mmとなっている｡ 台風は殆ど来ない位置にあ

る｡ (表3-2参照)

この州は11郡を有し､南北に細長く､地形は西側に丘陵台地及び東側に海岸線が細

長く延びている｡ 州那は南東に位起するマテイ市で唯一の平野を控えてい7oハタ○湾に而

している｡ 州にはスンロクtt川､カサウマン川､カラが川､カティール川等大小の河川がある｡ それ

ら河川は開発可能性のある河川流域を持っており､稲､コーン､ココナッツ等を生産している｡

又丘陵台地ではアハt'力､ラタン､マンコtt､カシュウンッツ等等の生産を行っている｡ しかし､それ

らの河川及び丘陵台地地形等により､土壌浸食での環境破壊北びに流通路の分断によ

る生産物流通効率の悲化､さらには家庭内収入の低下及び物価高を招き貧困にあえい
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以上のような一般及び農業現況であるが､この州では土壌がシリト質であること等に

より､急流河川による浸食が大きく､環境悪化を招くとともに､漁場をも破壊してい

る｡又､開発可能な地域があるにもか変わ.らす､生産基盤の不備､流通システムの欠如等

により､家庭内収入の低下及び価格の高騰を招いている｡ 問題点は以下の通りで早

急の対処を必要としている｡

一 農業生産基盤の不備

一環境破壊防止を考慮した水利用計画の欠如

- ホ○スト)1-へ○スト施設･流通システムの不足｡

-

不十分なマーケット施設｡

一

給水施設の不足

一 生産資機材の高価格及び不足

一 生産コストの高額化｡

一 生産技術不足｡

- 資金入手の可能性の薄さ｡

3.

3. 1

計画概要

目的

国家経済において最重要な役割を果たしている農業部門の開発計画に従って､タ1')1.I

オ･オl)エンタル州民政の安定及び州経済においても重要な役割を果たしているこの部門にお

いて､農業生産性を高めることを開発の中心として､河川の浸食による環境破壊等を

防止すると共に､土地利用と水利用の改善､瀧耽施設整備､道路網の整備､ホ○スト)1-へ+

スト施設整備､マ-ケットシステム改善等により農業の生産性を向上させ､貧困の撲滅､雇用の拡

大及び民政の安定を計ることを目的とする｡

3. 2 内容

タ小ハ.'オ･オリエンタ.I川1の段井関苑計画のコンホ○-ネントをレヒ小ユーし､PAICで選定されたマテイ市及び

ハ､､ハ11ンがの州アク+ロ･インタ､､ストリ･センゴト設立計画のfJl前可能性r)El発計画を考慮して､優先開発
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表3-1 社会経済資料､デ]r>オ･オT)エンクル州

SOCIO-ECONOMIC PROFILE, DAVAO ORIENTAL (1/4)

Atributes/Cbaracteri sties

. Location

. Land Area

. Administarive Boundaries

Accessibility

.
Topography

.
Slope Classification

Land Use Pattern

(CY 1984 - Dec 1993)
Physiology and Soils

Soil Erosion

Susceptibi 1ity

10. Climate

ll. Water Resources

Description

Lies on the southeastern section of

Mindanao approx. betweeen 125.56

and 126.36-30 degree
E longitude

and 6.14 and 8.00 degree
N latitude.

Boundaries :

North: Agusan del Sup,

Surigao del sup

South: Davao Gulf, Celebes Sea

East: Pacific Ocean

West: Davao Province

516,446 ha (5,164 km2)

has 2 congressional districs:

District 1 with Baganga as growth

center, and district
2 with lhti as

growth center

No. of barangays: 183

accessible by land, air and water.

has extensive mountain ranges,

swamps, lowlands and an uneven

distibution of plateaus

Percentage Area(has )

0-3

3-8

8- 18

18-30

30-50

>50

66,014

26,160

68,972

129,272

202,834

23, 194

Alienable and disposable: 200,846
has

Timberland/Forestland: 315,600 has

29 soil types with textures that vary

from clay, loam, loam

silty clay loam, sandy

fine sandy clay loam.

No aparent erosion

Slight erosion:

Moderate erosion:

Sever erosion:

Unclassified:

Type II climatologlCal

which is characterized

of a dry season and a

clay, silt clay,

clay loam, to

ll.12‡

44.76 ‡

23.31 ‡

20.28 %

0.52‡

classification
by the absence

very pronounced

maximum rainfall from November to Ja-

nuary especially in the coastal towns.

Creeks, rivers, wells.

Used mostly for communal irrigation

Remark s

Generally coastal and

mountai nous.

Second largest province of

Region ‡I comprising about

16.3Ⅹ of its total land are

Each district has been

designated a growth center

as catchment to ensure that

development reaches

marginalized municipalities

Limited accessibility given

the province's inadequate

infrastructures i.e.

transportatin, telecom. , et

Bighly suitable for forest

development with vast land

characterized as rolling to

hilly, steep hills and

montains and very steep

hills and mountains

Has the largest forest cove

among the provinces of 氏-‡Ⅰ.

Current/potential :

agriculture, forest

development.

Unaffected by tropical

depressions or typhoons due

to its mountain ranges,

strategic location which is

outside the typhoon belt.

Class D is used mainly for
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表3-1 社会経済資料､デ)1.オ･オリエンタ)uli

SOCIO-ECONOllIC PROFILE, DAVAO ORIENTAL (2/4)

Atributes/Characteri sties

2. Natural Resources

3. Total Population

4. Population Density

5. Agriculture/Forest

Produce

Description

systems (CIS) classified as class D.

Coastline: 445.86 km

Most
abundant non-metallic resource:

Limestone: 563,700,000 1rr

Other deposits: manganese ore,

metallurgical chromite ore, magnesite,

nickel ore, shale and chert

Population and percentage to R-ⅩⅠ:

Year Population Percent%

1990 394,697 8.86

1994 418,916 8.36

Decreasing annual growth rate:

Year Rate %

1970 -

1980 3.2

1980 - 1990

1990 - 1993

Intercensal population data:

Year Population

1970 247,995

1980 339,931

1990 394,697

Intercensal population density:

Year

1970

1975

1980

1990

Urban-rural distribution:

Urban:

Rural :

Rate %

48.00

58.00

65.80

76.30

Population Rate X

153,915 39.00

240,782 61.00

ProductionProduction Area Area

volume value planted harvested

(lrr) (P) (has) (has)
* Coconut 228,994 1,339,153 154,372 160,708

* Abaca 1,142,375 20.854 M. 2,044 952

Remarks

agriculture, irrigation,

livestock, watering or

industrial purposed

Has the longest coastline

a血ong the six provinces.

Rich in fishery and aquatic

reSOuCeS.

llIneral resources are found

mostly in district 2,

depostis of district 1

undetermined.

Decreaslng average annual

growth rate which is

indicative of a small

domestic market.

Increaslng.

Increaslng.

Predominantly rural.

arm gate Market

prlCe Price

(P) (P)

6,110 7,332

Largest producer of coconut

in the Region XI.

血nual bailing 9,139 kg.

Largest producer of abace

in the Region XI.

辛 Rattan Annual allowable Area (has)No. of permittees
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事業を選定する｡ この選定された優先開発事業の7イーシやどリテイ･スタテt'■ィを行い､事業化

の妥当性調査と事業実施後の効果の算定を行う｡

4. 総合所見

タ●)1.オ･オ))エンクル州は中央政府の開発計画に基づき､第11管区内の開発計画セマテイ市及

び)1.がンがの2都市を軸としたアクttロ･インタすス川･センター設立計画が選定された｡ この計画に

おいてはすでに事前可能性調査が行われ､次期段階を吟味している状況にある｡ し

かしながら､アク○ロ･インタtlストリ開発のためには､農業の現況に述べたようにこの州におい

ては､生産基盤の不備或いはホ○スト八一へ○スト施設の不備等を早急に整える必要があると考

えられる｡ 州の農･水･畜産業の開発計画は中央政府の開発計画に基づき､個々に

は検討を行い,一部はすでに実行もしてきている｡ 事業の効果を最大にするために

は､農業を総合的にレt:1'ユー･調査し､各種コンホ○-ネントの評価及び優先開発事業の選定を行

う必要がある｡ この州の食糧不足及び貧困の程度並びに農業開発可能性を観がみた

場合､早急なる調査の実施が望まれる｡
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表3-1 社会経済資料､デ八○オ･オJ)エンクル州

SOCIOIECONOMIC PROFILE, DAVAO ORIENTAL (3/4)

Atributes/Cbaracteri sties

6. Fruits Production

1
Description

18.112 M. 1.m. 148,500

Product ion Area

level (kgs/tree) (has)
* Mango 450

* Cashew 6

7. Livestockand Poultry

* Cattle

* Carabao

* Hogs

* Chicken

* Goat/Sheep

8. Infrastructure

* Telecom. * Post ofiice

* Power

20

519

130

Inventry Producti o

(1989) (1990) (1992)

10,094 17,916 17,506

7,924 11,094 23,710

211,714 336,324 90,111

706,647 1,681,300 406,381

22,347 15,545 32,963

17

* Telegraph: 17 Telof: ll, RCPI: 3, PT&R: 3.

* Telephone facilities: 500 Ratio: 1.22/1,000
Year Number of Served

IIunicipal ity

1991 10

1992 11

1994

* Waer Supply Level

* Level I

* Level II

* Level III

Nt抑ber Nr.Served

13,277 58,376

149 11,834

* Safe Sources 12,697

* Doubtful Sources 737

* Ports/Airports (1992)
* Ports: 9 Municipal:

* Airports: 4 Secondary:

* Transportation

* Cars/Jeeps
* Trucks/Buses
* lTotorcycles

* Trailers

* Road

3. Health (1992)

* Total Length:

辛 Density:

i Births

* Deaths

4,976

63, 780

ll,406

Remarks

Has the largest rattan

concession area and highest

number of permittees

in the Region ‡Ⅰ.

Third largest producer of

mango in the Region ‡Ⅰ.

Forth in the Region XI.

Sixth in the Region XI.

Fifth

Fifth

Fourth

氏

氏

e

e

e

h

h

h

t

t

t

n

nH

n
･
l

●l

●l

n

∩

0

0

●l

●l

g

g

e

e

Region XI.

Lowest in the Region ‡Ⅰ.

Lowest in the Region XI.

Lowest in the Region ‡Ⅰ.

Barangay

80

90

104 (56.84%)

8oldsServed

77.64 (40%)

15.75 (15%)

6.62 (5%)

84.83

15.17

8, Private:

1, Private:

Units

2,333

712

1,432

1

1,387.92 k爪

0.27 km/km2

Number Crude Rate

8,379 20.57

1,301 3.19

4. Value of Investment (1991-1992, accomplishment)

* Processed Foods and Beverages

* Furniture and Wood Products

(POOO)

5,139.75

1,211.88

Secound in the Region ‡Ⅰ.

No alternative international

or trunkline alrpOrtS.

Has the lowest number of

vehicles in
Region ‡I

with

an average growth rate of

5.28% (1991-1992) which
is second lowest.

Lowest in the Region XI.

Second highest in the R-XI.
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表3 - 4 食料自給率､ 1993年及び1994年､デ]1+オ･オリエンタル

FOOD SUFFICIENCY IN 1993 a 1994, DAVAO ORIENTAL

Year Production Supply Consumption Surplus/ Sufficiency

(MT/HEAl)S) (kgs) (kgs) eficit(kgs) Level(A)

.Rice
1993 63,354.55 1,180,457.50 1,458,749.32 -278,291.82 99.33

.Corn

1994

1993

65,800.00 2,770,000.00 2,372,189.01 397,810.99 100.94

206.8929,810.40 19,378,760.00 9,386,598.88 9,992,161.12

.Swine

1994

1993

25,638.00 16,683,400.00 8,605,895.37 8,077,504.63 193.63
､■

50.5198,901.00 1,130,030.61 2,237,113.69 1,107,083.08

.Poultry

1994

1993

99,087.00 1,165,263.20 2,270,934.99 1,105,671.79 51.31

489.06351,817.00 12,383,959.40 2,532,170.83 9,851,788.57

1994 691,961.00 4,357,027.20 3,764,326.ll 0,592,701.09 647.05

Source: Provicial data, Davao Oriental

基準消費量による予想食料自給率
ESTIf仏TED FOOD SUFFICIENCY BY ASSUMPTION

Year Production Supply Consumption Surplus/ Sufficiency

(HT/HEAl)S) (MT) (MT) Deficit(MT) -Level(%)

.Rice

.Corn

.Swine

.Poultry

1993 63,354.55 41,180.46 59,397.12 -18,216.66 69.33

1994

1993

65,800.00 42,770.00 60,288.14 -17,518.14
70.94

167.6729,810.40 19,376.76 ll,556.33 7,820.43

1994

1993

25,638.00 16,664.70 ll,7Z9.68 4,935.02 142.07

88.8998,901.00 1,137.36 1,279.45 -142.09

1994

1993

99,087.00

351,817.00

1,139.50

1,238.40

1,298.65

1,279.45

-159.15

-41.05

87.74

96.79

1994 691,961.00 2,435.70 1,298.45 1,137.25 187.59

Remarks: Assumptions:
- TOE is rice eating population, consumption is.10074[rr.

- 30% is corn-eating population, consumption
is.02針汀.

-

65% milling recovery rate.
-

30% allowance for wastage (seeds, animal feeds and handling).
-

each kind of meat consumption
= 3.1kg/person/year
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表3-1 社会経済資料､デ)1+オ･オ[)エンタル州

SOCIO-ECONOMIC PROFILE, DAVAO ORIENTAL (4/4)

Source: Report of Pre-Feasibility Study for the Establishment of
PAICs

in Region XI. Volume III-A IIain Report, Mati, Davao Oriental
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表3-2 気象データ:デ)1ttオ･オ])エンクル州

IIeteoro-Hydrological Profile

Davao Oriental

1. 1Ieteorology

Climate Type: ⅠⅠ(No dry season)
Annual Rainfall: 1,461.1 mm

lhnthly rainfall at Major Stations

Coordinate: Mati City: 6･57N 126･13E

Davao City: 7･04N 125･36N

Unit: 帆

tationName Jam Feb Mar APT May Jun Ju1 Åug 告ep Oct NoV Dec Annual

Ⅰati

aVaoCity

209.5

114.5

179.0

100.1

93.8

81.1

71.7

141.0

106.0

211.8

128.5

194.8

169.5

176.7

115.1

173.1

92.8

179.3

126.4

167.0

102.8

149.4

126.1

108.4

1,461.2

1,797.2

IIeteorological Features at Davao City

Jaロ Feb Mar APT Hay Jun Ju1 Åug Sep Oct NoV Dec Annual

ⅠeanTem.(C) 26.4 26.6 27.4 28.0 28.0 27.5 27.2 27.4 27.5 27.6 27.3 27.9 27.4

ⅠeanR.f1.(X) 82.1 81.7 79.0 78.6 80.6 81.7 82.2 80.9 81.1 81.4 80.8 81.7 81.0

anEVa.(m) 97.9 95.6 129.8 139.3 135.1 111.7 115.8 127.4 121.3 117.6 109.7 112.6 1,413.8

3

1.speed(km/da 240.0 240.0 240.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0 173.0

o.of Typhoon 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1

Source : PAGASA



表3
-

3 社会データ､デ)1tlオ･オ[)エンタル及び弟11管区

SOCIAL INFORMATION, DAVAO ORIENTAL AND REGION XI

DaVaoOrienta1 RegionXⅠ Rate

.LandArea
516,446has 3,577,966has 14.43%`

.Population,1993(Projection)
412,726 4,851,754 8.51%

Growthrate 1.5% 2.9% 1.90Ⅹd,if

Populationdensity一 80/km2 135/km2 59.26Ⅹ

LaborForce(1993Jan.) 202,000 1,902,000 10.62Ⅹ

口nemployed 8,000 135,000 5.93Ⅹ

Employed(Partia11y&Fu11y) 194,000 1,767,000 10.98%

Agriculture 75.16% 974,000 14.27%

Non-agriculture 24.84%
.794,000

6.93%p

Employmentrate 96.04% 92.90 3.14Ⅹdif

.PoVertyⅠncidence(1992)
55.3% 47.5% 7.80%dif

Source: NSO Statistical Variables

NEDA XI, Davao City
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Jミ3-5

I[unicipalit)I

Ba naybana)I
Lupon

Saロ lsidro

GoverI10r Generoso

TLat i

Tarragona

lbna)●

Caraga

8aganga

Catee1

Boston

[LunicIPaJit).

Banaybanay

LuI】On

Sam lsidro

Governor Gencroso

‖ali

Tarrago【la

rhnay

Caraga

BtlirangLI

C;ltCCl

l!oston

糾!ri[.l'rJ･5t;il･iLfJ'上の別.i(iL'､1993 - 1998､タ■八一オ･オl)エン州

GRAIN PRODUCTION E州LINC訓ENT PROt)UCTION(GPEP). 1993 -

1998 DAVAO ORIENTIL

S[LILL k'ATER I肝OUNt)ING PROJECT(SWIP)
KEY CO柑IERCIAL CROPS AREA (KCCA) t)EVELOPHENT, 1993

-1998
I:El-FISllERIES DEVELOPItENT AREA (KFDA), 1993 - 1998

KEY LIVESTOCK DEVELOPrLENT AREA (KFDA), 1993 - 1998

GPEP

Targeted E.1ixting Dr)･er Add.Target

Area(has) 5olar ltechanical Solar

2,040 10 9

1,I35 3 1 8

375

286

525 2

】,100 2

】90

5.65] 17 1

Total irrigated area: 5,688ha

Potential area: 8,000 - 9,000ha

KFD.1

SWIP

Exi5ting Target Total

Number (has ) Nunber (has ) Ex. Area

18

150

1 15 537

225

1 50 45

2 35 3 170

30 2 35

KLDl

lee Plant Processing FryBank Target Acornplishe Targeted

ColdStorag Plant Nurser)I Prduction Cattle Cattle

(lrr) (head) (head)

486 760

840

26 778

200 308

I
,000

928

479 L160

278

243

500 698

598

238

2 】 1 2,O15 Z,691 6,1Z9

Sol】rCe: 】n†ormation Data, Da＼･ao Oriental

Targeted Planting Area (has)
Durian Cashey hngo

8
0
0
0
o
O
o
O
o
O
0
0

2

5

5

0

0

2

2
●･l

●･1

0

0

0

0

0

0

5

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

2
■･-■

2

5

5

5

5

5 235 975

(M=877)

(D=20)

(C=78)

3,000 2,000 5,480
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国名:フィリピン共和国 案件名:カがヤン･テー･オローイリJl+ン回廊農美開発計画
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表4-4 クラへtlリアの社会データ､ミサミス･オリエンタル

SOCIAL DATA OF･ CLAVERIA, IIISAIIIS ORIENTAL

1. LABOUR FORCE POPULATION, CLAVERIA, IIISAIIIS ORIENTAL

Year opulatio

Notin

labor

force

Growth

rate

Ⅹ

Total %to

total

*1990 16,964 10,829 10,222 94.39 607 5.61 6,135 0.68

'1995 17,836 10,615 86.87 1,605 5,616 0.90

2000 18,603 ll,072 5,857 0.26

2005 19,442 86.86 1,750 6,121 0.23

2010 20,511 12,207 86.86 1,846 6,458 0.20

2015 21,521 14,745 12,808 86.86 1,937 13.14 6,776

Remarks: (1) * mark
= NSO Census Report, 1990

(2) Other figuresare estimated by MPDO, 1995

ⅠⅠ. INCOME DISTRIBUTION BY 110USEHOLD, 1993

ⅠncomeLeVe1

(P/annum) %ofNumberof XofNumberof

ouseholdhousehold ouseholdhousehold

Below10,000.00 53.73 ll,275 12.48

10,000-20,000

20,000-30,000

30,000-40,000

40,000-50,000

50,000-60,000

AboVe60,000.00 2.94 617 10.10

Total: 100.00 20,984 100.00

Remarks: *1994 = Partial Consoidation Report, 1994

Source: NSO Census Report, 1990

ⅠⅠⅠ.STATUS OF I仏LNOURISHED CfuLDREN, 1991

Degree Number Percentage

Severe 87 2.Z8

I】oderate 1,026 26.93

Itild 2,172 57.01

Normal 287 7.53

Overweight 238 6.25

Total 3,810 100.00

Source: Rural Health Unit, Claveria
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1. 経緯･背景

ラモス政~権になって,地方開発促進政策を取り､後進開発地域に開発の手を差し伸べ

て来ている｡ ミンタ+1オ島は首都マニラの有るルソン島の南に位置し､治安上の不安から開発

が遅れがちになっている｡ ミンク+ナオ北部はミンタリオ島の中でも古くから工業開発がなさ

れた所であるが､治安の不安定､インフラの不備等により､順調な発展は妨げられて来た｡

本地域は一部のエ業の発展の目はあるものの,農業地域であり､人口増加と共に失

業率も高く､農業面及び流通面の施設不備のため､農産物の質･量共に充分とは云え

ず､家庭内収入も低く抑えられ､不安定な生活を余儀なくされている｡

比国の経済は多大に農業に依存している｡農漁業の生産高は国民総生産の約1/3及

び労働人口の約1/2を抱えている｡ 前中期開発計画の1987年から1992年までの経済成

長は以下の通りであった｡一 点業の経済成長は年平均2.0%で国内総生産の23･2%を占め､

労働人口の46%を抱えてきた｡その間穀物生産は1.6Ⅹ増､養鶏業は12.3Ⅹ増､漁業は1.

8%増､畜産業は5.5Ⅹ増であった｡ 総合農地改革も1987年より始まり､ 1992年までに

は898,420農家が恩恵を受けた｡ 工業部門では3.2%の伸び率を確保できたが､前中期

開発計画の目標5.8%増に■は及ばなかった｡ 工業部門は国内総生産の35.1%を占め､労

働人口の15.5%を抱えている｡ 輸出は年平均12.7%増を示したが､これも目標値より

1.4%低かった｡一方輸入は19.8%増を示し､目標値より5%も高くなった｡これにより貿

易赤字も1987年10.17懐ドルから1992年46.95億ドルに膨らんだ.｡ サーヒt.ス業は年率4.2.iの

増を示し､労働人口の38.6%を占めた｡ サーヒ■ス業の1990年までの成長率は良かったが､

1991年は0.5%に落ち込んだ｡

比国の国内総生産はアシ､-ァの国でインドネシアに次いで低く､ 1990年一人当たり730ドルで

ある｡ 成長率も1965年から1992年までの間､年平均1.3%であった｡人口増加と低い

成長率で､大部分の家族が貧困に悩まされている. 貧困率は1985年44.2%であり､

1991ir:は39.2.Aであった｡ 1990咋センサスでは比r司の人口は60.7百万人で､年率2.4%の増

)Jrlとなっており､このままでいく と､ 304-I:後には2(L';Y･の人口になると云われている｡
†

しかし､ rlft-rlll(Jl計何において､インフレの佃減､金融･-jrき締め等の政節により､紹消低下

は底に過し､インフレもー･fr(代におさまってきたことは次1tJJ紺折兜屈の希望Liと,なっている｡

このような])ミ況から､比l盲=ま19924l･'･に19931l:･から20224l:までの比同朋迫計画として､

人口jT[Y.'))ll､l)'l.王られた地5!l!'i>1'瀕､I:Lfi墳悲化等を考't;'iし､ Ll'rij日計R[iJlの枠糾みを純足した｡

それに2占づき1993i4:･から1998咋までの小l(JJl)u兆計Lil.1Tを^i]7;i;､内容には人材のIf!-i'成､マク

tl維消とi>('金側兜､門tlイ〃､､ストリ[)"r･)允)1ぴインフラ()I(･J允を糊げている｡ このr人J､アクt'ロインタI-ス
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トリの総合開発目標として､貧困率では1991年39.2%を1998年には30%まで低下､非雇用

人口においては9.1%から6.6%まで低下､国内総生産では8.卜9.8%まで増加等を掲げて

いる｡ 農業部門における目標では､ 2.7-3.4Ⅹの成長率を見込み､主食の米の自給達

成10百万トンのレへ+ルまで上昇､コーンの生産量を年率5.6Ⅹとし飼料の自給を達成､畜産業､

養鶏業及び漁業はそれぞれ4.2-5.0Ⅹ､ 4.4-5.1Ⅹ及び1.6%の成長率を確保､捻負荷価値

地域を設定等を掲げている｡ この中期開発計画に基づき､農業省では1993年から

1998年までの中期農業開発計画を策定し､その中で穀物生産強化計画､中期畜産開発

計画､基幹経済作物開発計画及び中期漁業経営及び開発計画等を掲げ､それら計画を

全国的に実行に移している｡

2. 地区概要

2. 1 地区の一般状況

カがヤン･テ''･オローイリがン回廊地域はミンクリオ島の北部に位置し､第9管区のラナオ･テ○ル･)_ルテ

州及び第10管区のミサミス･オリエンタル州にまたがる海岸緑及びその背後地である｡ 北東の端

はミサミス･オリエンタル州のクラへ.Lリア那及び)1サーン那から､西の端はテナオ･テItル･Jルテ州のコランフ小がン郡ま

での範困が調査対象地区である｡ 調査対象地区の内､海岸地域は工業､流通施設､

農産加工施設等の発展が見込まれ､背後地では農業及び農産加工施設の発展が期待さ

れている｡ ラナオ･テール･川テ州及びミサミス･オリエンタル州の人口は1990年のセンサスによると

614,000人及び865,000人である｡ また､それら州の面療はそれぞれ309,200ha及び

357,010haであり､調頚対象地域はその内の約1/2及び約2/3である｡ (表4-1参照)

カがオン･テ､-･オ口和はミサミス･オリエンタル州の首都で古くから日本企業などにより､工業投資が行

われてきており､現在ではミンクttナオ鳥唯一の工yi'地･71!icを形成Jしつつある｡ イリがlン市はラ

ナオ･テー､ル･川テ州の首郁でTljくはモスレムの解放闘i(rによる不安定な治安Vミ態であったが､近

咋のラI･ス政fT('f下での.i.TT1し伶いによる解決節により､安定をI放り戻してきた｡

zj<■zL似は^i[i3!-.(;･!にJl月し､(-'l:J'州は5)lから10Jl:)､蛇3[JJは11))から4月でそれぞれのItJlrI''IJに

搾るF-:[:)',litはl,246.5mm)1ぴ950. 1mm､ 4f:･h''JJ2,196.5mmである｡ 'ZL;lL-!Lは咋rtlJJを辿じて26]E

-

28皮相IiEである. nr刈`.:!JIJ.度は-･何辻に80%(I;J'後である｡ f_昔風は殆どないc

( ∃i4-2参!l.(i)

,.il.'.ll,亡他J或はミサミス･才リエシタJt･).(､lに】iJl14川;及びラナオ･テ､､JL･川テ州に1fll15川;をイ了し､山地(:
l･主
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く､地形は北側にホttT.-)L海に面するマカ八テル湾及びイリが-ン湾を望み､南側にココナッツ山地の丘

陵を配する. 地域にはタクttリク川､タコ一口7ン川､イ.T.oナン川､マンドゥロク1'川､イリがン川､タクI'))スJ"

等小河川を多数者している｡ 故に､地域の産業はココナッツ産業を主体として,米､コーン､

野菜等の農業及び水産業が有望視されている｡ しかし､それらの河川及び丘陵台地

地形等により､流通路の分断による生産物流通効率の悪さ並びに環境の破壊等周囲の

状況は農業セク?11=取って､良い環境にはなっていない｡ 周囲の状況の悪さにともな

い家庭内収入も低く物価も高く貧困にあえいでいる状況にある｡ (表4-4参照)

2. 2 地区の農業の現状

この地域の農業を代表する地はミサミス･オl)エンタル州の約1/3を占めるクラへ小リア郡である｡

クラへ11)ア郡の農業はコーン作を主要として､キヤツサ)rA､トマト,コート､米等である｡ 中でもトマ

トの重要性は収入に占める割合が38.67%と大きい事からわかる｡ 本地域の農業は地形

が丘陵地である事及び気候が適度である事等から､野菜等畑作に適している｡ ルソン島

のタ小)1t'オよりも畑作には適しているとされており､将来の野菜､花井の生産が期待され

ている｡ しかし､濯瀧､水利用等の生産基盤が不備であること､収穫後処理施設が

整備されていないこと､道路網の不備等効率的な生産にはほど遠く､農村部の貧困は

解消されていない｡ 海岸地帯の工業化の発展にともない人口も急激に増加している

が､それを支える食糧の供給,保存､流通を適時に行う為の生産及び流通施設なども

不僻であり､早急の対策が望まれている｡

USAIDの抜助を受け､ 1991年にマスター7oランの策定がなされた｡ これに従って1993年

力がヤン ー イリカttン回廊開発部業の運営管理部梢所を戯yi'省及び通産･工業省の下に設E圧し-､

閑雅を実行しており､ 現在この地で有望視されている､ココナッツの近代化はすでにm･]始

されている. しかし､ USAIDで行われた計画椛定は工菜而が強くi,!l･案されたもので､

L'法器セクターからの視点で計耐を検討すべきであり､それに去⊆づいてTTf,W成､災定する必

IJ2kT･がある｡ /l謹yl'セク5トから考l.uTl.すべきJ.i;=ま以下の迫りである. (4i∠卜7参![.I:i)

-

/]iayiL[三l?I(i去ち摂注_1307J'i計画(.:llifriEt及びL'謹氾)

- 水i'l'i7l.'亘及び水利川計画(IL'i鳩r''/)-1ヒを考1宙)

-

,T.oスト八一へ､､スト施設･流池施設計LnIIT｡

一 給水1)lhi設計軸

一 即菜等の市`:I-(IllH(i'.[(1･:物のui5:'t)L]1業及び州かんJl笠Xi'改享t'i計耐
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3.

3. 1

計画概要

目的

国家経済の重要な役割をはたしている農業部門の開発計画に従って､カがオン･テ+･オロ

ーイリがン回廊地域の民政の安定のため,農産物の質･量の向上､安定的供給を目指し､

都市と地方との貧富の差を減少すると共に地域の雇用創設､貧困の減少及び収入増に

よる生活の安定を計る｡ そのために､生産･流通の一貫体制を考慮して､雇概施設､

収穫後処理施設､農道､流通施設等の改善を計ることを目的とする｡

3.. 2

4.

内容

USAII)の援助によるマスター･7oランのコンホ○-ネント考レヒ小ユーし,農業開発に欠くべからざるも

のを抽出する｡ これら抽出した計画を農業セクターからの視点で再計画策定する｡ ｣

の策定に基づいて､開発事業の優先付けを行う｡ その後､最優先開発事業のフィーシ小ヒtt

リテイ･スタテ1'ィを行い､事業化の妥当性調査と事業実施後の効果の算定を行う｡

総合所見

カがヤン･テII･川 - イリがン回廊地域はUSAIDの援肋で悶死計画マスター･フ○ランを1991年に策定

した｡ この計画に従ってすでに運営管理事務所が設置され､一部ココナッツの開発計画は

実行に移されている状況にあるo しかしながら､アク.'ロ･インタ11ストリ開発のためには､農

業の現況に述べたように､ -1L!1休fl;･uを考慮して計画師走すべきであり､その内容は生

lil('i2Lち絹雅0;l'i'､収椎後処I!l!施設､述純網の昭(I;I.1=等過度に[y.Mrlした施設弓;.!(I;l'J=が必安である｡

マスト･7oランで節足された;'_Ji井計耐をnl!l々に'ji行に移すのではなく､ Ll謹yl'(T[iに必-#･な

施設計軸を｣llltllし､ Tlf爪)i:し､ J11･も効Llエが詩`.';く､野寺急件のある!ftg3計画からi':I'-=T･-すべ

きであろう｡ 才!i(こ1!]'･柴^S州他作物のためのf7Yi汀i't/)'』:i'it､氾U'MIEJ､収機後処P_l!施設等が

対象の--･つとなると,(Liわれる｡

この他城の允}l･.'tの不'ie;i:さ)1び榔iliと仙ノ)'の行†:'.,'さ_tl(･'.びにI,llLyil).(･L光TT-J能Iてr･:を[[3Lがみ

た以(T､ Il[･.{1'.なる胡jl_亡の'ji'貼がIqLiまれるc
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表4-2 気象データ:ミサミス･オリエンタル州

Ileteoro一打ydrological Profile

Davao Oriental

1. Ileteorology

Climate Type: ⅠⅠⅠ

血nual Rainfall: 2,196.5 m

Coordinate: Cagayan de Oro: 8･29N 124･38E

口quiabon: 8･24N 124･36E

Rainy season: 1,246.5 m from May to Oct.

Dry season: 950.1 帆 from Nov. to APT.

Manthly rainfall at Major Stations Unit: m

tationName Jam Feb Mar APT May Jun Ju1 Åug Sep Oct Nov Dec Annlユa1

agayandeOr

quiabon

89.5

136.1

65.2

120.7

51.4

66.3

28.3

137.2

112.2

291.4

212.0

275.4

215.2

291.3

215.9

230.8

231.6

275.0

176.5

247.2

146.7

148.3

132.1

232.3

1,676.6

,452.0

Iteteorological Features at Cagayan de Oro

Jam Feb Ha一 APT May Jun Ju1 Åug Sep Oct Nov Dec Annual

】eanTem.(C) 26.0 26.2 26.7 27.7 28.3 27.8 27.5 27.6 27.6 27.4 27.2 26.6 27.2

･1eanR.H.(X)

anEVa.(m)

V.speed(km/da

82.0

86.4

81.0

86.4

78.0

86.4

75.0

86.4

77.0

86.4

81.0

86.4

80.0

86.4

80.0

86.4

80.0

86.4

81.0

86.4

81.0

86.4

82.0

86.4

79.8

86.4

o.of Typhoon 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 3

Source : PAGASA



表4 - 1 社会デづ､第9管区及び第10管区

SOCIO-ECONOllIC DATA, REGION IX a X

I. SOCIO-ECONOIIIC DATA

1990 1990 【Ⅲ】 【Ⅲ】 1991 1991

Population

(000)

LandArea

(sq.kJn)

Numberof

Household

(000)

Ⅰncome Expenditure Savings

eg10nⅠⅩ

Busilan

Za血boangadelNot

ZamboangadelSur

LanaodelNorte

3,074.00

238.00

677.00

1,545.00

614.00

19,134.30

1,372.20

6,618.10

8,052.00

3,092.00

479.00 42,179.00 32,605.00 10,017.00

eg10nX

Bukidnon

Camiguln

MisaJnisOccidenta1

MisamisOrienta1

2,197.00

844.00

64.00

424.00

865.00

14,033.00

8,293.80

229.80

1,939.30

3,570.10

686.00 45,179.00 37,641.00 7,538.00

oleCountry 60,703.00 300,000.00 10,534.00 40,408.00 32,521.00 7,887.00

Source : (1) 1988 and 1991 Family Income and Expenditure Surveys (FIES),

Remarks: New Regions IX and X are different
from
old ones.

(2) 1994 Philippine Statistical Yearbook

II. SOCIO-ECONOMIC DATA, REGION X

IⅠunicipality

Municipal

AVe.Ⅰncome

(POOO)person % Number %

ⅠisamisOrienta1 863,051 100.00 160,056 100.00 8,676

*Alubijid 19,531 2.26 3,894 2.43 1,840

Balingasag 41,506 4.81 7,419 4.64 4,745

Balingoan 6,689 0.78 1,248 0.78 1,257

Binoangan 5,090 0.59 929 0.58 1,243

*CagayadeOroCit 339,598 39.35 62,511 39.06 127,037

*ClaVeria 31,130 3.61 5,58Ⅰ 3.49 4,729

*EISa1Vador 26,721 3.10 5,072 3.17 3,387

GingoogCity 82,582 9.57 15,334 9.58 36,652

*Gitagum 10,994 1.27 2,114 1.32 1,086

*Ⅰnitao 23,113 2.68 4,481 2.80 2,17l

*Jasaan 29,146 3.38 5,312 3.32 4,107

Kinoguitan 6,795 0.79 1,582 0.99 1,213

Logonglong 12,705 1.47 2,279 1.42 1,980

*Laguindingan 15,503 1.80 3,094 1.93 1,578

*Libertad 8,487 0.98 1,555 0.97 1,341

*Lugait ll,973 1.39 2,262 1.41 3,204

‖agsaysay 22,099 2.56 4,048 2.53 2,566

*Manticao 21,443 2.48 4,011 2.51 3,411

Medina 2】,796 2.53 3,967 2.48 3,746

*Naawan 13,345 1.55 2,597 1.62 1,319

*Opo1 20,473 2.37 3,915 2.45 2,506

Salay 18,101 2.10 3,349 2.09 1,473

Sugbongcogon 6,175 0.72 】,l24 0.70 1,156

*Tagoloan 33.919 3.93 6,048 3.78 6,374

Talisayan 一7,015 1.97 3,203二2.00 1,629

*Vi11anueva F17,122 1.98 3,127.1.95t 3,813

Remarks :

Source:

* marks
=

parts of study area

DA Region X
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表 4-3

Ⅰ. SI-O㌘E

クラへt.リアの地形､ミサミス･オリエンタル

LAND CLACIFICATION OF CLAVERIA, I】ISAIIISORIENTAL

Classification % Area(ba) %to

Surveyed

Flat 0-3 3,210.04 6.80

SligbtlyRolling 3-8 7,958.30 16.85

Rolling 8-18 13,846.80 29.31

Hilly 18-40 15,385.79 32.57

Mountainous 0&aboV 6,835.00 14.47

otalAreaSurVeyed 47,235.93 100.00

Source: Bureau of Soils, 1984

II. LAND USE SUITABILITY,

Classification % Area(ha) %to

Total

LandUse

Suitability

LeVeltoGently

Sloping

GentlySlopingto

0-3 8,370.04 7.46 Irrigatedseasonalcrosp

3-8

8-18

18-30

ll,496.52

22,789.30

21,263.49

10.25

20.32

18.96

Ⅰrrigatedseasonalcrops,

Undulating Selltement,Ⅰndustria1

Undulatingto Perennialcrops,Settlement,

Rolling Ⅰndustria1

Ro11ingto甘i11y Agroforestry,Settlement

HillytoSteep 30-50

>50

17,558.14

30,697.40

15.65

27.37

Agroforestry,

Hilly Production forest

Steep月i11yto

Steep

Protection forest

Total: 112,174.89 100.00

Source: HPDC estimates 1995 based on PDS slope map

ⅠⅠⅠ.SOIL EROSION CLASSIFICÅTION

Description Land-Area

(ha)

%to

total

NoApparentErosion 0.00 0.00

Slig【ーtErosion 57,869.72 51.59

ModerateErosion 41,544.73 37.04

SevereErosion 12,760.44 ll.38

Unclassified

112,174.89 100.00

Source: MPDC estimates AL)ril, 1995, Based on Provincial Erosion Map.

-68-



表4 - 5 クラへl'l)アの農産物生産量､ミサミス･オリエンタル州

CROP PRODUCTION 良 AREA, 1992/1993

Crops Area Production Yield Ⅰncome Ⅹcontribution

(ha) (t) (t/ha) (POOO) ototalincome

Corn 3,135.22 5,857.65 1.87 35,145.90 18.86

Cassava 926.37 2,570.20 2.77 5,140.40 2.76

Tomato 614.93 *480,366.70 781.17 72,055.01 38.67

Coffee 472.70
･261.74

0.55 6,805.14 3.65

Rice 472.43 652.77 1.38 4,895.79 2.63

SweetPotato 120.86 1,534.56 12.70 5,370.95 2.88

Pepper 82.16 433.87 5.28 7,809.60 4.19

ぬnana 81.91 **346,426.18 4,229.35 15,935.60 8.55

Beans 66.80 256.80 3.84 770.39 0.41

Sibuyas 48.98 1,810.40 36.96 19,914.43 10.69

Coconut 25.41 96.58 3.80 627.75 0.34

S-Peas 24.19 230.67 9.54 5,766.66 3.09

WaterIⅠelon 2白.65 347.07 14.68 1,735.35 0.93

Cowpea 22.27 19.57 0.88 156.53 0.08

Cabbage 22.30 244.75 10.98 1,223.75 0.66

Carrots 15.30 160.74 10.51 1,607.36 0.86

Gabi 12.98 101.07 7.79 505.35 0.27

Lutia ll.51 123.17 10.70 369.50 0.20

Kalabasa 7.88 115.19 14.62 460.77 0.25

Chayote 5.01 43.21 8.62 43.21 0.02

Total 6,192.86 186,339.44 100.00

Remarks: (1) * mark = Units is 1,000 boxes.

(2) ** marks = Units is 100 pieces.

Source: Claveria Municipal itv
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表 4 - 6 クラへ一r)アの果物､畜産生産量

I. ESTIMATED POPULATION AND AREA OF FRUITS TREES, 1994, CLAVERIA

KindofFruitTrees TotalArea TotalPopulation

(ha) KZ]

I.anzones 15.00 2,250

Mangoes 36.00 1,620

Marang 20.00 2,000

Jack fruit 15.00 1,500

Durian 1.50 150

ltangosteen 0.50 50

Total 88.00 7,570.00

Source: CODEC, 1994

II. INVENTRY OF POULTRY AND LIVESTOCK POPULATION, 1994, CLAVERIA

Kinds Population

Poultry 40,856

Swine 3,761

Dogs 4,252

Goats 1,344

Horses 292

Cattle 1,911

Carabao 1,206

Total 53,622

Source: M^ Office, Claveria, 1994
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表4 - 7 USAIDの要請事業の内､本開発計画に関係する事業(1/2)

RECONSIDERING PROJECT OUT OF PROPOSED PROJECTS IN MASTER PLAN BY USAID (1/2)

Proposed Project in lhter Plan Location econsi de

Project
. ECONOMIC

1. Study on the Establishment of Downstream and

Light to Medium lndustries

2. Corridor Investment Promotions Program

3. Seed Service Center Project
4. Integrated and Improved Utilization of Coconut

Lands Study and Demonstration

5. Integrated Fruit and Vegetable Processing Facility

6. Industrial Crops Development

7. Integrated Upland Agriculture Development Program

8. Community-Based Grain Processing and
Storage Program

9. Farm Pond Irrigation Project
10. IIeat Processing Plant

ll. Feed IIill Plant Project
12. Cold Storage Facility Project

13. Seaweed Culture and Processing Project
14. Toma.to Rationalization Study

15. Fisheries Enhancement Program

16. Prawn Processing Plant

17. Tourism Development Support Facilities for

Camiguin lsland Tourist Development Program

18. Beach Resort Facilities Development Project

19. Cut Flowers Production Development Program

20. Sericulture Program

21. Grape Establishment Project

22. Dairy Cattle Dispersal and Production Project

I. INFRASTRACTURE

1. Cagayan de Oro
-
Iligan Corridor Airport Project

2. Cagayan de Oro - Iligan Corridor Farm to

llarket Roads Program

3. Restoration of North Approach Tagoloan River Bridge

Project and Flood Control
4. Comprehensive Ports Capacity and Management Study

of the Corridor and Pangui Bay Seaports

5. Cagayan de Oro Wastewater and Water Supply Project
6. Iligan City Integrated Water Supply and

Sewerage Program

7. Water Supply lmprovemellt and Wastewater Program for

Selected仙nicipalities of Cagayan-Iligan Corrido

8∴トIarawi to Cotabato Highway Project
9. Lanao to Zamboanga Highway Project
10. Davao-Calinan-Bukidnon Highway Project
I). Claveria Supplemental Irrigation Water Supply Program

12. Cagayan de Oro to Tikalaan Road Project
13. lligan-Bukdnon Road Project

agayan de Oro, PHIVII)EC,

Iligan, Kauswagan

orridor

Iligan City or IIiddle Corrido

orridor Wide

iddle Corridor,Cagayan de Or

laveria, East Cagayan de Oro

laveria, Lanao del Norte

orridor

laveria, Lanao del Norte

laveria, Cagayan de Oro or

Iiddle Corridor

agayan de Oro or lligan

Iligan, Cagayan de Oro

r Middle Corridor

est of lligan

laveria

orridor

ola皿bugan, Laguindingan

amiguin, Cagayan
de Oro,

alillgOan, Talisayan

Iniao, Naawan, Opol, Jasaan,

1namOn

laveria, Iligan

est and IIiddle Corridor

laveria, Iligan,

anao del Norte

tiddle Corridor

*

*

辛

*
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表4 - 7 USAIDの要請事菜の内､本開発計画に関係する事業(2/2)

RECONSIDERING PROJECT OUT OF PROPOSED PROJECTS IN ILASTER PLAN BY USAID (2/2)

ProposedProjectinIlaterPlan Location econside

Project
14.TransportationIーanagementStudiesforCagayandeOro

辛

*

andⅠ1iganCity

15.CDODomesticCornHandlingFacilitiesProject
16.ProposedRepairandlmprovementsofExistingFacilitie

orRelocationofthePortsofⅠ1iganCity

17.KolambuganPortExtensionorRelocationand

EXpansionProject

ⅠⅠ.ENVⅠRONMENTALPROJECTS

1.LakeLanaoWatershedManagernentPlan

2.WatersbedsandProtectedAreaⅠntegrated

lhnagementPlan

3.EnVironmentalandPo11utionIⅠanagementPlan

4.CoastalEnvironmentandResourcesTTanagementP1an

5.SocialConflictResolutionProject
6.SolidWasteIⅠanagementPlan
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添 資



添付資料

1. 調査団貞

岩本

工藤

郁三 ㈱ 三祐コンサルタンツ

俊徳 ㈱ 三祐コンサルタンツ

2. 粛査日程

団貞名: 岩本 郁三

技術第5部顧問

東京支社技術部副参事

日程 月日 曜日 移動 行程 宿泊地

1 9月11日 月 名古屋
マニラ

JAL743移動日 マニラ

2 12日 火 大使館表敬､JⅠCA表敬
NⅠA(Centra10ffice)表敬

I

3 13日 水 マニラ- NⅠARegiona10ffice訪問 Uradaneta

Uradaneta DepaloRⅠS視察

4 14日 木 口radaneta- NⅠARegiona10ffice訪問 BauangLa

AgppLaUnion Agno.RⅠS踏査
SanFabianP.0.訪問

Union

5 15日 金 Bauang- AmburayanRⅠS訪問､踏査
)

SanFernando NEDARegionⅠOffice訪問

6 16日 土 Bauang-

LaoagⅠ1ocos

Norte

移動 Laoag.

Ⅰ1ocos

Norte

7 17日 日 資料整理
I

8 18日 月 Laoag- Apayao-AbulugSystem Trugegarao

Truguegarao Office訪問協議

9 19日 火 CagayanPⅠ0訪問協諸
BaggaoRⅠS踏査

I

10 20日 水 DummumRⅠS踏査

BauaRⅠS踏査

I

Eq 21日 木 Tuguegarao- NEDARegionⅠⅠOffice マニラ

Iーanila 訪問､NⅠARegionⅠⅠ

Office訪問､協吉讃

12 22日 金 大使館表敬､JⅠCA表敬
I

EEl 23日 土 マニラ-

名古屋
CX-904.CX-530帰国 名古屋

Note: RIS=Regional lrrigation System

PO=Provincial Office

IO=Irrigation Office
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団員名: 工藤 俊徳

日程 月日 曜日 移動 行程 宿泊地

1 9月11日 月 東京一
マニラ

JAL741移動日 マニラ

2 12日 火 大使館表敬､JⅠCA表敬
I

3 13日 水 マニラ-

タ小八小才
NEDAと打合せ タや八やオ

4 14日 木 タ小)1小オ.デル.スル州知事表敬
打合せ､現地調査

J

5 15日 金 タ○)t小才.オリエンタル州
打合せ､現地調査

J

6 16日 土 資料収集､資料整理
I

7 17日 日 タ小ハ小才-

カがヤン.テt..オロ
移動日

I

8 18日 月 NEDA,DA,CⅠCPMOと

打合せ､現地調査
カがヤン.テ小.オロ

9 19日 火 現地調査
J

10 20日 水 カカ小ヤン.チll.オロ NEDA/DA/CⅠCPMOと打合せ マニラ

-マニラ 移動日

EE 21日 木 資料収集､資料整理
E]

12 22日 金 大使館表敬､JⅠCA表敬
■

13 23日 土 マニラ-

東京
JAL742移動日 東京
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R. Miaranda

W. Dingayan

A. Larca

ど. Alehandro

E. Callado

C. Pentocostes

E. Catulin

D. Apaya

E. Albano

C. Borja

N. Baligat

Irrigation Superintendent, Baggao Rュs

Irrigation Superintendent

Zinundungan, Dummon RIS

Irrigation Superintendent,

Lower Chic°

Irrigation Superintendent (Assistant),

Apayao-Abulug, Pamplona RIB

Irrigation Superintendent,

Banurbur R‥S

Irrigation Superintendent, Bawa R‥S

Irrigation Superintendent,

Solana Rュs, Pinacanauan

irrigation Superintendent, NIA Region II

(Administrative Officer)

Cagayan PIO

Asst. Director, NEDA Region II

Chief, Infrastructure Group,

NEDA Region II
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面会団貞名: 工藤 俊徳

NEDA Region XI (Davoa City)

Engr. Juan S. Evangelio, Jr.

Engr. Julio Rivera

Mr. Isagani L. Basco

恥. Orville B. Dipaling

Ms. Priscilla R. Sonido

Hr. Jo5e T. Corenares

Ms. Lusia S. delos Reyes

Ms. Concepcion Anaud

Ms. Rosevic L. Ocampo

Davao del Sup Province (Digos City)

Engr. Butch Taduran

Ms. Marizon S. Loreto

Ms. llilagros O> Araneta

Mr. Conrado C. Vinluan

Mr. Atilano C. Hernida

Mr. Andres Reintar, Jr.

IIr. Amado a. Serrano

IIr. Ernesto 氏. Hiro

lts. Victoria 氏. Placer

I】s. Lani lt. Gabutero

Mr. Romeo Januto

11s. Delilah Garuda

Mr. Leon Villacarlos

Engr. Greg Pang Jr.

Davao Oriental Province い1ati City)

ト1s. Milagros Rabaneo

IIs. Pacita S. Soria

Mr. Deoven C. Hibaler

Dr. Atonio Agustin

(1r. Alfred G. Piloton

Officer-in-Charge, NEDA ‡I

NIA-Region XI

Chief, PMP, DA-‡I

EDSIII, NEDA-XI

Sr. EDS, NEDA-‡I

Sr. EDS, NEDA-XI

Sr. EDS, NEI)A-XI

Sr. EDS, NEDA-ⅩI

Sr. EDS, NEDA-ⅩⅠ

Prov. Planning Dev't. coordinator

Prov. Director, DTI

OIC-Soils Laboratory, BRA

Chief, EIIPASS, DENR

Sr. Agriculturist, PCA

Agrarian Reform Officer, OAR

Prov. Irrigation Officer, NIA

Prov. Agriculturist, OPAG

DTI

Prov. Dev't. officer, PPDO

Prov. Vererinarian, PPDO

Prov. Officer, PPDO

Agricultural Specialist, PPDO

Project Engineer, M:【RAL SRIP

Prov. Planning Coordinator,

Office of the Prov. Government

Agri. Officer II, PÅo

Sr. Fiber Dev't officer, FIDA

Prov. Veterinarian, OPV

Chief, Fisheries Divisin, OPA
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3. 面会者

日本国大使館:

JI CAマニラ事務所:

以下､先方関係者:

面会団貞名: 岩本 郁三

CENTRAL OFFICE

J. AIcantara

E. Punzal

REGION I

L. Baraquio

G. Ne.mida

H. Bermudez

R. Alangui

A. Andaya

A. Imbisa

R. Itillan

0. De Guzman

L. Quitos

REGION II

V. Galvez

B. Bayani

山内 勝彦

橋本 明彦

宿野部 雅美

一等書記官

OIC, Office of Assit. Administrator, NIA

IIanager, Project Development °ept., NIA

OIC, NIA Regional Office

OIC, Operation and llaintenance
Div‥ NIA

PIO, Pangasinan

irrigation Superintendent,

Ambayoan Depalo R‥S

Irrigation Superintendent

Agno RIS

Irrigation Superintendent

Sam Faian-Dumuloc RIS

Irrigation Superintendent

Amburayan RIS

Provincial Irrigation Officer

La Union Plo

Directorm NEDA Region I

Director, NIA Region II

Manager, 0&M Div., NIA Region Iエ
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Mr. Reymundo L. Curammeng

Ms. Julieta I. Ortiz

lls. Annabelle Baldoz

Mr. Rolando I.. Orig

Mr. Proceso Real Jr.

Mr. Romeo lremedio

Mr. Ruben T. Veroy

Mr. Greg V. Lagura

Mr. Dominador A. Malabayabo

DA Region X (Cagayan de Oro City)

Mr. Joel Rudinas

Ms. Edith Miguel

NEDA Region X (Cagayan de Oro City)

Ms. Casimira Villapaz-Balandra

CIC-PHO (Cagayan de Oro City)

Hs. Cynthia S. Viajar-Abanil

Municipal Claveria, Misamis Oriental

Mr. Alfredo M. Tumacas

ltr. Oscar Ascanyo

Bukidnon Province (Malaybalay)

Hr. Pacifico Ramos Jr.

Mr. Norberto T. Baltazar

Hs. Salvacion Dedicatoria

Engr. Jimmy L. Apostol

llunicipal Lantapan, Bukidnon

ltr. teddy Pajaro

Mr. ^riston Balbuena

Actg. Agricultural Prov. Officer, DA-OPO

President, Davao State College of

Science & Technology

Actg. Executive Asst., LBP

PARO II, OAR

Phil Coconut Authority

CDO II, ENRO, DENR

Engr. ⅠⅤ, P玉O

Forest Officer II, PENRO

EMS II, I)ENRO

Asst. Regional Director, DA

Chief, Planning Division, DA

chief, Economic Dev't staff

NEDA-Ⅹ

Director, PMOICIC

province (Claveria)

IIunicipal Planning Dev'r coordinator

President, Panampawan Multi-Purpose

Cooperative

Prov. Agricultural Officer

Planning Officer II, PPDO

Planning Officer III, PPDO

Assist. PIE, NIA-P一o

Province (Lantapan)

Mayor of Lantapan

Agricultural Technician, Lantapan
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収集資料リスト

国名: フィリピン共和国

資料名称

NAT IONAl

1. National FraJneWOrk Plan, 1993-2022

2. Medium-Term Philippine Develpment Plan

1993-1998

3. The Medium-Term Agricultural Developrnent

Plan, 1993-1998

4. Grain Production Enhancement Program

5. Philippine Statistical Yearbook, 1994

6. Road Map of the Philippnes

Scale: 1/1,000,000
7. Monthly andAnnual Climate Data

8. Second lrrigation Operation Support Project

REGION I

1. Regional Development Framework

Region I, CYs 1993-1998

REGION II

1. ⅠⅠ,rigationSystem,

Solana Pump

2. Irrigation System,

Pampl ona

3. Irrigation System,

Z inundungan
4. Irrigation System,

Du皿Oloc 氏.

5. Irrigation System,

General Layout Plan

Scale: 1/20,000
General Layout Plan

Sacle: 1/10,000
General Layout Plan

良. Scale: 1/40,000

General Layout Plan

Scale 1/20,000
General Layout Plan

Banurbur Creek Scale: 1/10,000
6. Irrigation System, Canal & Road System Layout

調査名: プロファイ

調査地:第1管区､第2管区､ カガヤンデオロヤ

ダパオデルスル､ダパオオリエンタル

形態 版型 へ○ヅ数 オリシりル､コヒ○一収集先名称,発行機閑

書籍 A4

書籍 A4

書籍 A4

書籍 A4

書籍 A4

地図 折り畳み

書籍 A4

書籍 A4

書籍 A4

平面図 A2

平面図 A2

平面図 A2

平面図 A2

平面図 Al

平面図 Al

作目

66 コEo-､抜粋 National Land Use

Committee & NEDA

28 コヒ○-､抜粋 Phil Government

37 コヒ○-､抜粋 Phil Government

20 コto- Department of

Agriculture

37 コヒ○-､抜粋 National Statistical

Coordination Boards

1 National Bookstore

60 コヒ○
- PAGASA

41 コヒ○- Ⅵi, NIA

42 コヒ○
- NEDA

1 青焼き NIA, Region II Office

l 青焼き NIA, R.egion II Office

l 青焼き NIA, Region II Office

l 青焼き NIA, Region II Office

l 青焼き NIA, Region II Office

l 青焼き NIA, Region II Office

1992

1993

Nov. 1993

May 03, 1993

1995

Apr. 22, 1993

1993



in Lawer Chic° 氏. Scale: 1/20,000

7.土地利用区分図
in Lower Chic° Scale: 1/7,500

8. Irrigation System, General Layout Plan

Pinacanawan 氏. Scale: 1/20,000
9. Irrigation System, General Layout Plan

Baggao Scale: 1/20,000
10. Irrigation System, General Layout Plan

Du皿mun 氏. Scale: 1/20,000
ll. Irrigation Systeln, General Layout Plan

Baua 氏. Scale: 1/30,000
12. Irrigation System, General Layout Plan

Apaya-Abulug Scale: 1/40,000
13. Drainage Layout Plan, Scale: 1/40,000

REGI ON-Ⅹ

1. Cagayan de Oro-Irrigan Corridor

Master Plan, Executive SuJnmary

2. Proposed Project Map of
Cagayan de OroIIrrigan Corridor, M/P

3. Coordination Meeting Minutes

CIC-SDP

with t]pdated Project List

4. Draft of Request Letter for

lntegrated and Improved Utilization of

平面図 Al

平面図 A2

平面図 Al

平面図 Al

平面図 Al

平面図 AO

平面図 AO

書籍 A4

位置図 折り畳み

報告書 A4

レター

リクエストレターA4

Cocunut Lands Study and Demonstration Project

MISAMIS ORIENTAL

1. Municipal Profile, Claveria

2. Draft of Request Letter for

Claveria Rural and Upland Area

Development

REGION-XI

1. Southern Mindanao Regional Development

Framework, 1993-1998

2. Southern Mindanao Region I)eveloprnent

Plan 1993
-
1998

3. Draft of Terms of Reference for

The Davao lntegrated Development

書籍 A4

リクエストレターA4

書籍 A5

書籍 A4

リクエスト･レターA4

青焼き NIA, Region II Office

青焼き NIA, Region II Office

青焼き NIA, Region II Office

青焼き NIA, Region II Office

青焼き NIA, Region II Office

青焼き NIA, Region II Office

青焼き NIA, Region II Office

コヒ○- USAID

コヒ○- USAID

コヒ○- CIC-SDP

コヒ○- DA

コヒ○- Municipal Government

コE.- Municipal Government

コヒ○- NEDA Region-‡Ⅰ

コt:o- RDC

コto- RDC

1995

July, 1992

1993

1995



Program, M/P & F/S

DAVAO DEL SロR

1. A Primer on Davao del Sup

2. Comprehensive Development Plan,

Davao del Sup, 1993-1998

ハ○ンフレット折り畳み

書籍 A4 L

3. MediⅧ Term Public lnvestment Program 書籍 A4

Davao del Sup, 1995-2000

4. Provincial Agricultural Master Plan

Davao del Sup, 1995-2000

5. Miral Watershed Rehabilitation/
Reforestation Project

6. Miral SWIM Project
Plan, Design and Estimates

7. ARC Development Plan

The Law且 ARC

書籍 A4

報告書 A4

報告書 A4

報告書 A4

8. ARC Report, Davao del Sur 報告書 A4

Bansalan, Matanao, Malita,Magsaysay, Sta.Maria,

Sulop, Hagonoy, Don Marcelino

DAVAO ORIENTAL

1. Breifer of Davao Orienta1 ファイル A4

2. Economic Data ファイル A4

3. Pre-Feasibility Study for the Establiishment 報告書 A4

of Provincial AgrトIndustrial Centers (PAICs)
in Region XI Valome IIトA

Mati, Davao Oriental

4. Pre-Feasibility Study for the Establiish爪ent 報告書 A4

of Provincial Agri-Industrial Centers (PAICs)
in Region XI Valome IIトA

Baganga, Davao Oriental

5. The Priority ARCs of Davao Oriental for 1993 報告書 A4

オリブナル Provincial Gov.

コヒ○- Provoncial Gov.

15 コto- Provoncial Gov.

55 コヒ○- Provoncial Gov.

20 jt:o- National Irrigation

A血ini stration

16 コt:o-､抜粋 NIA

19 コヒ○- ARC, Davao del Sup

28 コヒ○- ARC, Davao del Sur

コヒ○- Provincial Government

コto- Provincial Government

コヒ○- LG口, RDC

189 コto- LGU, RDC

コto- ARC, Davao Oriental

1993

Jun. 29, 1993

Jam. 1991

1994?

1993



現 也 写



Amburaya RIS 幹線用水路中流付近における施設状況（ロードクロス）

Amburaya. RIS 仝上（ロードクロス及び分水口）



Amburaya. RJS 幹線用水路上流部施設状況

Amburaya. RIS 幹線用水路落差工（H= 7.5m)

Amburaya RIS 導水路終点周囲の施設状況（右側は発電所への導水路



ダバオ・デル・スル州ディゴス川の両側に広がる水田

（雨期に冠水の被害を受ける場合がある）

ダバオ・デル・スル州国遁沿いに広がるバナナ及びココナッツのプランテーション

（ココナッツの収穫後処理施設が不足している）



ダバリオ・オリエンル州アカバの組織培養研究所

（施設、設備、機材、人員等の配置は徐々に行われつつある）
ダバオ・オリ工ンタル州アカバの試験圃場

（アバ力は主要農産物として有望視されている）

ダバオ・オリエンタル州ココナッツプランテーシヨン内に設けられた養牛施設

（主要畜産施設の方法として有望視されている）



ミサミス・オリエンタル州クラリぺリア、コーンの農家圃堰

（水源はあるが潅漑施設が不足、作柄は天候に左右され不安定）

ミサミス・オリエタル州クラぺリア、丘陵地帯でコーン、トマト　野菜などを生産

（潅漑施設不足、農道の不備、収穫後処理施設不足で生産性は悪い）
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